
平成�
18年�

3
1

No.1109
毎月１日・15日発行�

流山市のホームページアドレス�
http: //www.city.nagareyama.chiba.jp/

発行／流�　�山�　�市�
編集／秘書広報課�

〒270－0192 千葉県流山市平和台1－1－1
0 4 － 7 1 5 8 － 1 1 1 1�� （ �代 �表 �） �/

納税・納付は�
納め忘れのない�
便利な口座振替で�

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

力
を
合
わ
せ
て
安
全
な
ま
ち
を

　

全
国
で
児
童
や
幼
児
を
狙
っ
た
凶
悪
犯
罪
が
続
発
し
、
地

域
の
防
犯
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
で
登
下
校
時
や
通

学
路
の
安
全
が
見
直
さ
れ
て
い
る
中
、
市
内
で
は
、
安
全
の

た
め
の
講
演
会
や
地
域
の
方
々
が
集
っ
て
の
報
告
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
ベ
ス
ト
の
配
布
な
ど
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
築
く
た
め
地
域
全
体
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　小学校低学年の下校時には、通学路で地域の大人が子どもた
ちを見守る活動が活発です。散歩や買い物の際には、地域の子
どもたちにも気を配って、事故を未然に防ぎましょう。

明るい通学路をめざして

　

冬
季
五
輪
ト
リ
ノ
大
会
の
開
会
式
で
、
五
輪

旗
を
持
っ
て
入
場
行
進
に
参
加
さ
れ
た
ケ
ニ
ア

の
環
境
・
天
然
資
源
副
大
臣
、
ワ
ン
ガ
リ
・
マ

ー
タ
イ
さ
ん
が
、
２
月　

日
に
来
日
し
、
翌　

１２

１３

日
に
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
都
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、
平
和

へ
の
貢
献
と
環
境
保
全
活
動
家
と
し
て
初
め
て

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
で
、「
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
運
動
」
と
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
席
に
、
緑
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
「
流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦

略
」
を
提
唱
し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
抑
制

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
井
崎
市
長
が
招
か

れ
、
親
し
く
懇
談
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
国
際
問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
国
連
支
援
交
流
協
会
・
流
山
支
部
（
時
任

き
よ
子
支
部
長
）
が
中
心
に
な
っ
て
「
持
続

可
能
な
環
境
社
会
の
構
築
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
を
行
う
な
ど
、「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」

に
力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

同
支
部
関
係
の
皆
さ
ん
や
井
崎
市
長
が
会
場

を
訪
れ
、
マ
ー
タ
イ
さ
ん
を
囲
ん
で
地
球
環

境
問
題
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
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「
地
域
の
子　

声
か
け
あ

っ
て　

見
守
っ
て
」
を
合
言

葉
に
流
山
市
環
境
浄
化
推
進

委
員
会
に
よ
る
「
地
区
の
つ

ど
い
」
が
２
月
４
日
、
公
民

館
や
小
学
校
な
ど
市
内
８
カ

所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、自
治
会
長
、

青
少
年
相
談
員
、
青
少
年
補

導
員
な
ど
の
関
係
者
ら
が
集

ま
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

・
ス
ト
ア
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
、
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど
各
地

で
の
実
態
調
査
の
報
告
を
は

じ
め
流
山
警
察
署
や
日
本
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス
な
ど
外
部
か
ら
講
師
を
招

い
て
他
の
地
域
の
状
況
な
ど

も
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
８
日
、
流
山

北
小
学
校
体
育
館
で
は
、
千

葉
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
講
師
で
元
・
千
葉
県
警
察

本
部
の
星
幸
広
さ
ん
を
講
師

に
「
子
ど
も
の
安
全
を
ど
の

よ
う
に
守
る
か
〜
学
校
・
家

庭
・
地
域
」
と
い
う
講
演
会

が
行
わ
れ
、
教
職
員
や
保
護

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
子
ど

も
の
安
全
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
講
師
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

や
セ
ン
サ
ー
、立
派
な
鍵
も
、

か
け
忘
れ
て
は
何
に
も
な
ら

ず
、
結
局
は
「
人
」
の
意
識

の
問
題
で
あ
る
と
訴
え
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
「
マ
イ
ナ

ス
面
ば
か
り
考
え
な
い
で
、

地
域
社
会
の
再
構
築
の
チ
ャ

ン
ス
と
前
向
き
に
考
え
る
こ

と
が
大
事
で
す
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

オ
オ
タ
カ
の
目
で
監
視
を

パ
ト
ロ
ー
ル
ベ
ス
ト
を
贈
呈

　

２
月
３
日
、
市
長
室
で
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ベ
ス
ト
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
、
各
小
学
校

の
代
表
者　

人
に
ベ
ス
ト
が

１５

手
渡
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

小
学
校
で
は
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
下
校

時
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
が

助
け
を
求
め
ら
れ
る
大
人
で

あ
る
こ
と
が
一
目
で
分
か
る

も
の
を
と
蛍
光
イ
エ
ロ
ー
の

背
に
、
オ
オ
タ
カ
を
デ
ザ
イ

ン
し
「
な
が
れ
や
ま
」
と
ひ

ら
が
な
で
印
刷
し
た
ベ
ス
ト

を
作
成
し
た
も
の
で
す
。
宮

園
自
治
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

発
起
人
・
市
川
広
志
さ
ん
は
、

通
学
路
で
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ

て
走
っ
て
い
た
バ
イ
ク
の
集

団
に
注
意
し
た
際
に
、
パ
ト

ロ
ー
ル
中
と
い
う
腕
章
を
見

て
、
若
者
た
ち
が
指
示
に
従

っ
た
と
い
う
体
験
談
か 

ら
、「
こ
う
し
た
ベ
ス
ト
が
あ

る
の
は
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に

効
果
的
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

言
葉
の
持
つ
力
を

読
書
の
喜
び
を
子
ど
も
た
ち
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の

普
及
や
子
ど
も
の
生
活
環
境

の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
の
「
読
書
離
れ
」
や

「
活
字
離
れ
」
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

２
月　

日
、
図
書
館
で
「
流

１７

山
市
子
ど
も
の
読
書
推
進
の

会
」（
海
老
原
乃
江
会
長
）
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が

人
生
を
よ

り
深
く
生

き
る
力
を

身
に
付
け

て
い
く
上

で
欠
く
こ

と
の
で
き

な
い
も
の

で
す
。
そ

こ
で
、
子

ど
も
の
育

て
に
関
わ

る
団
体
や
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市
や
教
育

委
員
会
な
ど
が
連
携
し
て
子

ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
組
織
を
つ
く
ろ
う

と
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の

で
す
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推

進
に
関
す
る
法
や
文
字
活
字

文
化
振
興
法
が
施
行
さ
れ
、

約　

年
ぶ
り
に
全
面
改
訂
さ

１０
れ
る
次
期
学
習
指
導
要
領
で

は
、
学
校
の
教
育
内
容
に
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
「
言

葉
の
力
」
を
据
え
る
こ
と
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
設
立
さ
れ
た
流
山
市

子
ど
も
の
読
書
推
進
の
会
で

は
、
子
ど
も
の
読
書
に
関
わ

る
行
事
や
保
護
者
向
け
研
修

会
、
学
校

へ
の
協

力
、
啓
発

活
動
な
ど

を
行
っ
て

い
く
予
定

で
す
。
こ

う
し
た
会

の
方
針
に

賛
同
し
、

協
働
で
き

る
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
団
体
、
企
業
な

ど
で
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

□問
 

中
央
図
書
館
内
子
ど
も

の
読
書
推
進
の
会
事
務
局
�

７
１
５
９
―
４
６
４
６

市議会
第１回定例会
４５議案を審議中

　

平
成　

年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、

１８

２
月　

日
に
開
会
し
ま
し
た
。
当
初
提
案

２３

さ
れ
た
議
案
は
、
平
成　

年
度
の
一
般
会

１８

計
や
特
別
会
計
予
算
の
ほ
か
、
流
山
市
ポ

イ
捨
て
防
止
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど　

件
で
す
。

４５

井
崎
市
長
招
か
れ
る

マ
ー
タ
イ
さ
ん
歓
迎
会

グリーンチェーン戦略で懇談

ノーベル平和賞、ケニア環境・天然資源副大臣

マータイさんが来日

子どもの読書　推進の会がスタート
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市
で
は
昨
年
７
月
、「
水
・
緑
・
歴
史
の
豊
か
さ
を
、
み

ん
な
の
力
で
未
来
に
伝
え
る
ま
ち
・
流
山
」
を
目
指
し
、
環

境
施
策
の
基
本
的
な
指
針
を
ま
と
め
た「
環
境
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
本
基
本
計
画
を
実
効
性

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
示
す
「
環
境

行
動
計
画
」
な
ど
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
市
で
は
こ
の

素
案
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかか
なななななななななな
水水水水水水水水水水
やややややややややや
緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
をををををををををを
未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来
へへへへへへへへへへ

豊
か
な
水
や
緑
を
未
来
へ

環
境
４
計
画
の
素
案
ま
と
ま
る

環
境
４
計
画
の
素
案
ま
と
ま
る

地
球
温
暖
化
防
止 

に
も
取
り
組
む

　

市
で
は
、
長
期
的
な
環
境

へ
の
取
り
組
み
の
指
針
と
な

る
「
環
境
基
本
計
画
」
を
昨

年
７
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
基
本
計
画

を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、

市
民
参
加
で
『
環
境
行
動
計

画
』
の
素
案
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
ま
と
ま
っ
た
素
案
で

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
２

月
に
発
効
し
た
京
都
議
定
書

を
受
け
て
、
市
役
所
自
ら
が

推
進
す
る
『
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
』
と
、
市
域
全

体
を
対
象
に
、
主
に
市
民
、

事
業
者
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
『
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
推
進
計
画
』
を
併
せ
て
策

定
。
こ
の
２
つ
の
計
画
を
同

時
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
市

域
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
発

生
量
を
抑
制
し
ま
す
。

　

特
に
、『
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
』の
策
定
は
、

県
内
の
市
レ
ベ
ル
の
自
治
体

で
は
、
政
令
指
定
都
市
で
あ

る
千
葉
市
に
次
ぐ
も
の
で
、

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
河
川
の

水
質
汚
濁
を
改
善
す
る
た
め

の
『
第
Ⅱ
期
生
活
排
水
対
策

推
進
計
画
』
の
素
案
も
ま
と

め
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ

ら
の
計
画
を
総
合
的
に
推
進

す
る
こ
と
で
、
環
境
共
生
都

市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

�
　

「
環
境
行
動
計
画
」
お
よ

び
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」、「
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
度
ま
で
の
５

２１

カ
年
計
画
と
し
て
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
Ⅱ
期
生
活
排
水

対
策
推
進
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
Ⅰ
期
と
同
様
に
平
成　
２７

年
度
ま
で
の　

年
間
と
し
て

１０

４
つ
の
計
画
の
期
間

　市内小学校では、児童や保護者、教職員、地域の方々が協力してビオトー
プづくりが進み、環境学習の場になっています

い
ま
す
。

�
　

本
行
動
計
画
は
、
環
境
基

本
計
画
に
定
め
た　

の
個
別

４５

施
策
を
進
め
る
た
め
、
各
施

策
を
実
施
ベ
ー
ス
で
具
体
化

し
た
も
の
で
、
数
値
目
標
の

設
定
や
施
策
の
担
当
部
署
を

環
境
行
動
計
画

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
行
動
計
画
で
は
、

施
策
全
体
を
け
ん
引
し
、
先

導
的
な
役
割
を
果
た
す
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
と
し
て
、

①
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
積

極
的
な
対
応
②
循
環
型
社
会

を
目
指
し
た
５
Ｒ
促
進
③
身

近
な
緑
の
保
全
と
創
造
④
き

れ
い
な
水
環
境
の
回
復
⑤
環

境
教
育
お
よ
び
環
境
学
習
の

推
進
―
に
つ
い
て
、
特
に
重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
確
実
に
進
行
さ
せ
る

た
め
、
計
画
の
点
検
・
評
価

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
新
た

に
作
成
す
る
「（
仮
称
）
環
境

白
書
」
で
公
表
し
ま
す
。

�
　

市
役
所
の
事
務
事
業
か
ら

地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画　
　
　

発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

全
体
量
を
算
出
し
た
上
で
、

削
減
す
る
目
標
値
を
設
定
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
各
種
の
取

り
組
み
を
示
す
も
の
で
す
。

　

本
計
画
は
、
市
民
や
事
業

者
に
対
し
率
先
し
て
実
行
し

て
い
く
役
割
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
実
施
状
況
の
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
　

流
山
市
域
全
体
で
排
出
す

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
量

を
抑
制
す
る
た
め
に
、
主
に

市
民
・
事
業
者
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
た
め
の
行
動
内

容
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
排
出
量
を

１５

基
準
に
し
て
、
市
民
一
人
当

た
り
の
排
出
量
を
算
定
し
、

削
減
目
標
を
定
め
て
取
り
組

む
も
の
で
す
。

地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画　

�
　

本
計
画
は
、
河
川
等
の
水

質
汚
濁
防
止
の
た
め
に
実
施

す
る
生
活
排
水
対
策
の
基
本

生
活
排
水
対
策

推
進
計
画　
　

的
な
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

　

平
成
４
年
、
本
市
が
県
か

ら
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ

く
生
活
排
水
対
策
重
点
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、
平
成
７
年
度
に
策
定
さ

れ
た
計
画
が
本
年
度
で
完
了

す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
水

質
改
善
の
目
標
を
定
め
、
具

体
的
な
対
策
の
見
直
し
を
図

り
、「
豊
か
で
清
ら
か
な
水
が

流
れ
る
ま
ち
・
流
山
」
を
目

指
す
第
Ⅱ
期
計
画
を
策
定
す

る
も
の
で
す
。

　

今
回
ま
と
ま
り
ま
し
た
環

境
行
動
計
画
な
ど
の
素
案
に

対
す
る
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
（
様
式
は
自
由
）

は
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
３
月　

日
１０

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

―
０
１
９
２
流
山
市
役
所
環

境
保
全
課
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

k
a
n
k
y
o
u
h
o
z
e
n

ー
ル
（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

@
c
ity
.n
a
g
a
re
y
a
m
a
.

 
 
   
  
 
 
 
  
 
 
 
 
  

ch
ib
a
.jp

  
  
 
   

）
で
の
ご
意
見
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
行
動
計
画
な
ど

の
素
案
は
、
市
役
所
環
境
保

全
課
窓
口
や
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
公
民
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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素
案
に
ご
意
見
を

素
案
に
ご
意
見
を

問
い
合
わ
せ

　

環
境
保
全
課

�
７
１
５
０
―
６
０
８
３

�
７
１
５
８
―
５
８
４
０

市が行う事務・事業
に関し、温暖化対策
の観点から、CO2
等の排出抑制に関す
る計画の策定、施策
の実施を図ります。�

京都議定書の発効を
踏まえ、市の自然的
社会的条件を活かし
た温室効果ガスの排
出削減に資する地域
整備、樹林の保全等
に資する行動計画を
策定し、その推進に
努めます。�

計画の位置づけ�

流山市�
環境基本計画�

京　都　議　定　書�

望ましい環境像�

循環�

方
針
・
基
本
計
画�

共生� 快適�
環境�
保全�
活動�

『水・緑・歴史の豊かさを、�
みんなの力で�

未来に伝えるまち・流山』�
望ましい環境像実現のための�

４つの基本目標�

地球温暖化�
対策の推進に�
関する法律�

第20条�
第21条�

庁内（市役所）を�
対象�

市全体を対象�

「地球環境問題への積極的な対応」�
リーディング・プランの柱のひとつ�

京都議定書�
目標達成計画�

地方公共団体の�
基本的役割の�
設定�

◆リーディング・プラン◆�

流山市�
環境行動計画� 流山市�

地球温暖化�
対策実行計画�

流山市�
地球温暖化�
対策地域�
推進計画�

①地球温暖化問題への�
　積極的な対応�

②循環型社会を目指した�
　５Ｒ促進�

⑤環境教育および�
　環境学習の推進�

③身近な緑の保全と創造�

④きれいな水環境の回復�
�
�

具
体
的
な
施
策
の
展
開�

本計画では、基本計画を�
実効性あるものに�

するため、施策を具体化�

生活排水対策推進計画�
施策実施の展開イメージ�

市民�

市� 事業者�

●汚濁負荷の削減（合併処理浄化槽設置･
家庭対策の実施）�
●水環境の維持・復活（雨水浸透ますの設
置･水辺空間の清掃参加）�
●地域連携（各種イベント､環境学習への参
加）�
●水質等調査への参加�

●汚濁負荷の�
　削減（下水道の�
　整備･合併浄化�
　槽設置補助等�
　家庭対策支援）�
●水環境の維持・復活�
　（雨水の地下への浸透促�
　進､緑地保全の整備）�
●地域連携（近隣行政機関�
　との連携、各種イベント�
　の開催､環境学習の�
　定期的実施）�
●水質調査の実施�
●（仮称）環境白書の作成�

●水質の常時監視�

●特定施設の�
　維持・管理�
●地域活動への�
　参加�

●汚濁負荷の削減�
●水環境の維持・復活�

●地域活動への参加�

豊かで�
清らかな水の�
流れるまち・�
流山�
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国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

有
効
期
限
は
７
月　

日
ま
で

３１

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

が
、
こ
と
し
８
月
１
日
か
ら

カ
ー
ド
化
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月　

日
ま

３１

で
で
す
（
た
だ
し
、
短
期
保

険
証
の
場
合
は
、
別
に
有
効

期
限
を
設
定
し
て
い
ま
す
）。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
他
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
以
外
の
す
べ
て
の
方
が
加

入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入

し
て
い
る
方
や
加
入
の
内
容

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

世
帯
主
が　

日
以
内
に
届
け

１４

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

平
成　

年
度
分
「
市
国
民

１８

健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
」
の

申
請
を
、
今
月　

日
か
ら
受

１５

け
付
け
ま
す
。

　

▽
利
用
資
格
＝
国
保
加
入

期
間
が
１
年
以
上
あ
る　

歳
３５

以
上
で
、
市
実
施
の
基
本
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方 

（
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
世

帯
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）
▽

検
査
費
用
（
自
己
負
担
額
）

＝
１
万
２
６
０
０
円
▽
検
査

医
療
機
関
＝
別
表
の
と
お
り

市
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク

▽
申
し
込
み
＝
国
保
年
金
課

ま
た
は
各
出
張
所
の
窓
口
で

�
　

平
成　

年
度
分
の
「
あ
ん

１８

ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
、

は
り
及
び
き
ゅ
う
施
設
利
用

助
成
券
」
の
申
請
を
、
今
月

　

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

１５
　

▽
申
請
で
き
る
方
＝
国
保

に
加
入
し
て
い
る　

歳
以
上

６０

の
方
（
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
世
帯
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

▽
助
成
金
額
＝
利
用
券
１
枚

当
た
り
５
０
０
円

　

※
施
設
利
用
助
成
券
は
、

後
日
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し

ま
す

�
　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
毎

年
８
期
に
分
け
て
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
国
民
健

あ
ん
ま
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、

指
圧
、は
り
及
び
き
ゅ
う

施
設
利
用
助
成
券

納
付
相
談
窓
口
の

ご
利
用
を

康
保
険
料
を
滞
納
さ
れ
ま
す 

と
、
通
常
の
保
険
証
で
は
な

く
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
支

払
う
自
己
負
担
が　

割
の

１０

「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料

の
納
付
が
、
病
気
や
け
が
、

そ
の
他
特
別
な
事
情
で
困
難

な
世
帯
で
、納
付
相
談
の
上
、

納
付
誓
約
を
し
て
分
割
納
付

し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

状
況
に
応
じ
て
「
短
期
被
保

険
者
証
」
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

納
付
相
談
は
、
国
保
年
金

課
窓
口
で
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
　

▽
勤
務
内
容
＝
国
民
健
康

保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料
等
収

納
指
導
員（
臨
時
職
員
）

の
登
録
者
募
集

の
戸
別
訪
問
に
よ
る
収
納
指

導
▽
応
募
資
格
＝　

歳
位
ま

６５

で
の
健
康
な
方
で
、
自
転
車

や
車
な
ど
の
交
通
用
具
を
持

ち
込
み
で
き
る
方
▽
勤
務
時

間
＝
休
日
を
含
む
９
時
か
ら

　

時
の
時
間
帯
に
お
い
て
月

２０１
４
０
時
間
以
内
▽
応
募
方

法
＝
履
歴
書
を
国
保
年
金
課

に
持
参
▽
選
考
方
法
＝
書
類

審
査
の
上
、
面
接
（
登
録
を

決
定
し
た
方
に
の
み
通
知
）　

　

※
給
与
な
ど
、
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

転
入
・
転
出
の
手
続
き

身
分
証
明
書
の
ご
提
示
を

　

３
月
・
４
月
は
、
引
っ
越

し
の
多
い
時
期
で
す
。
本
市

で
も
、
毎
年
こ
の
期
間
に
転

入
・
転
出
を
す
る
方
が
合
わ

せ
て
５
千
人
を
超
え
ま
す
。

　

市
外
へ
引
っ
越
し
さ
れ
る

方
は
、
市
民
課
や
各
出
張
所

で
転
出
の
手
続
き
を
行
い
、

新
し
い
住
所
地
に
住
み
始
め

て
か
ら　

日
以
内
に
転
出
証

１４

明
書
を
持
っ
て
、
新
住
所
地

で
転
入
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
出
・
転
入
等
の

手
続
き
の
際
に
は
、
本
人
確

認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
付
記
転
出
届
を
市
民

課
あ
て
に
郵
送
す
れ
ば
、
あ

と
は
そ
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て

新
住
所
地
で
転
入
手
続
き
を

行
う
だ
け
に
な
り
ま
す
（
転

入
転
出
手
続
き
の
特
例
）。

　
【
印
か
ん
登
録
を
し
て

い
る
方
】

　

転
出
（
予
定
）
日
を
も
っ

て
登
録
が
失
効
す
る
た
め
、

印
か
ん
登
録
カ
ー
ド
は
返
却 

し
、
新
住
所
地
で
改
め
て
印

か
ん
登
録
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

□問
 

市
民
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
５

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、市
内
第　

投
票
区（
投
票

２３

所
＝
初
石
公
民
館
）
の
選
挙

人
名
簿
登
録
者
数
の
増
加
に

伴
い
、
新
た
に
投
票
所
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

衆
議
院
小
選
挙
区
（
千
葉

県
第
７
区
）
選
出
議
員
の
辞

市内投票所を一部変更市内投票所を一部変更
対象区域は西初石１・２丁目対象区域は西初石１・２丁目

第４０投票区を新設第４０投票区を新設

職
に
伴
い
、
こ
と
し
４
月　
２３

日
に
執
行
予
定
の
同
選
出
議

員
補
欠
選
挙
か
ら
新
し
い
投

票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す

の
で
、
区
域
内
の
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

新
た
な
投
票
所
に
変
更
と

な
る
区
域
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　

▽
対
象
区
域
＝
西
初
石
１

丁
目
・
２
丁
目
に
お
住
ま
い

の
方
▽
新
た
な
投
票
区
／
投

票
所
＝
第　

投
票
区
／
西
初

４０

石
１
・
２
丁
目
自
治
会
館

　

※
新
し
い
投
票
所
の
場
所 

は
、
選
挙
時
に
配
布
す
る
入

場
整
理
券
に
掲
載
し
ま
す

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
�
７
１
５
０
―
６
１
０

０

４
月
１
日
か
ら
施
行

利
用
負
担
額
が
原
則
１
割
に

　

４
月
１
日
か
ら
「
障
害
者

自
立
支
援
法
」が
施
行
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
障
害
福
祉
制
度

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、
３
障
害
（
身
体
・

知
的
・
精
神
障
害
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
法
律
に
基
づ
き

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
同
法
の
施
行
に
よ

り
、
障
害
の
種
類
が
異
な
っ

て
も
同
じ
制
度
で
同
じ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

主
な
変
更
点
は
、
障
害
を

持
つ
方
の
利
用
負
担
額
が
変

わ
る
こ
と
で
、
現
在
は
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
の
収
入

額
に
応
じ
た
負
担
額
で
す
が
、

同
法
の
施
行
後
は
収
入
額
に

関
わ
ら
ず
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
費
用
の
１
割
を
ご

負
担
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
上
限
額
が

設
定
さ
れ
（
別
表
参
照
）、
さ

ら
に
収
入
額
の
少
な
い
方
に

は
軽
減
措
置
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
支
援
費
の
支

給
を
受
け
て
い
る
方
、
更
生

医
療
、
精
神
通
院
医
療
費
公

費
負
担
制
度
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
で
、
４
月
１
日
以
降

も
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
に
な
る
場
合
は
、
新
し

い
制
度
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
３
月　

日
３１

ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
１

　

申
告
は
お
早
め
に

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市

・
県
民
税
の
申
告
期
間
は
、

今
月　

日
ま
で
で
す
。

１５

　

申
告
が
必
要
な
方
で
、
ま

だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早

め
に
申
告
を
。

　

な
お
、
相
談
者
が
多
い
場

合
、
相
談
の
受
け
付
け
を
早

め
に
締
め
切
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

□問
 

市
民
税
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
３

　

確
定
申
告
の
時
期
は
、
市

役
所
庁
舎
前
駐
車
場
が
大
変

混
み
合
う
こ
と
か
ら
、

臨
時
駐
車
場
を
開
設

し
ま
す
（
図
参
照
）。

　

確
定
申
告
な
ど
で

駐
車
時
間
が
長
く
な

る
方
は
、
臨
時
駐
車 

場
を
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
臨
時
駐
車
場
の

開
設
期
間
／
開
設
時
間
＝
３

月　

日
�
ま
で
／
８
時　

分

１５

３０

〜　

時　

分

１７

２０

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
９

市特定疾病療養者に見舞金
１７年度の支給申請は３月末までに　

　市では、市特定疾病（５０種類）に該当する

療養者またはその保護者の方に、見舞金を支

給しています。

　見舞金の支給額は、療養者１人につき入院

・通院にかかわらず、年額４万円です。申請

方法や見舞金の支給対象となる特定疾病など

については、社会福祉課にお問い合わせいた

だくか、市ホームページをご覧ください。

　※すでに見舞金を受給している方は、新た

に手続きをする必要はありません

　□問 社会福祉課�７１５０―６０７９

□問
 

国
保
年
金
課

�
�
�
�
�
―
�
�
�
�

障害福祉サービス
月額負担上限額世帯の収入状況

０円生 活 保 護 受 給 世 帯

１５,０００円市町村民税非課税世帯
（本人収入８０万円以下）

２４,６００円市町村民税非課税世帯
（本人収入８０万円超）

３７,２００円市町村民税課税世帯

自立支援医療

市町村民税
課税世帯（２０
万円以上）

市町村民税
課税世帯（２
万円以上２０
万円未満）

市町村民税
課税世帯（２
万円未満）

市町村民税
非課税世帯
（本人収入額
８０万円超）

市町村民税
非課税世帯
（本人収入額
８０万円以下）

生活保護
受給世帯

世帯の
収入状況

公費負担の
対象外

医療保険の
自己負担限度額

５,０００円２,５００円０円月額負担
上限額 高額治療継続者（重度かつ継続）

２０,０００円１０,０００円５,０００円

※収入額には障害基礎年金等の非課税収入も含まれます

人間ドックの検査医療機関
電話番号所　在　地医療機関名
７１５４－５７４１東初石２－１３２－２流山中央病院
７１５９－１６１１鰭ケ崎１－１流山総合病院
７１５９－１０１１下花輪４０９東葛病院
７１５２－０１０１江戸川台東２－２７０横田医院
７１５３－２７７１江戸川台西１－１２３まちや外科内科
７１５５－５４９９江戸川台東３－１０２－２東医院
７１４７－７８７８名都借９０９流山東部診療所
７１４６－００１７野々下３－９３１－３５田村内科クリニック

所
得
税
の
確
定
申
告

市
・
県
民
税
の
申
告

確定申告書の臨時提出所
今月６日から松戸駅で　

　ＪＲ松戸駅に確定申告書の臨時提出所を開設します。
　完成した所得税・贈与税、個人事業者の消費税および地方消費
税の申告書を提出できますのでご利用ください。なお、書き方の
アドバイスや用紙の配布、国税の領収等は行いません。
　▽開設期間／時間＝３月６日�～１５日�※土・日曜を除く／１０
時～１６時▽場所＝ＪＲ松戸駅東西連絡通路（松戸駅ステーション
ギャラリー前）
　□問 松戸税務署�０４７―３６３―１１７１

�

�

�

�
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��������������������
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�
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�
�
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臨
時
駐
車
場
を
開
設

今
月　

日
ま
で

１５

流
山
駅
�

県�
道�
松�
戸�
・�
野�
田�
線�
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平成１８年３月１日（水曜日）　　　（　）４

　

２
月
４
日
、
南
流
山
セ
ン

タ
ー
で
盲
導
犬
地
域
ユ
ー
ザ

ー
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
か
ら
訓
練
を
行

い
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ホ
ー
リ

ー
と
生
活
を
始
め
た
道
端
久

美
子
さ
ん
は
流
山
で
は
２
人

目
の
ユ
ー
ザ
ー
で
す
。

　

「
ホ
ー
リ
ー
が
路
上
で
拾

い
食
い
や
排
泄
を
す
る
こ
と

が
あ
り
、
周
囲
か
ら
非
難
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
初
心

者
と
し
て
の
悩
み
を
打
ち
あ

け
る
と
、
周
囲
の
ベ
テ
ラ
ン

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
体
験
に
基
づ

く
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
席

上
、
井
崎
市
長
も
「
理
解
を

広
め
る
た
め
一
緒
に
啓
発
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
＝

写
真
。

　

当
日
は
、
流
山
市
音
楽
家

協
会
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や

朗
読
グ
ル
ー
プ
お
り
づ
る
の

朗
読
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
集
っ
た
盲
導
犬

と
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

�
　

１
月　

日
、
大
相
撲
一
月

２５

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

大
相
撲
の
舛
光
理

大
相
撲
の
舛
光
理

さ
ん
が
来
訪

さ
ん
が
来
訪

カ
ー
ボ
ル
ト
の
製
造
に
取
り

組
ん
だ
。

　

試
行
錯
誤
の
末
に
、
遂
に

こ
れ
ま
で
の
ス
テ
ン
レ
ス
の

加
工
技
術
の
常
識
を
破
る
技

術
を
開
発
。
特
許
を
取
り
先

端
が
開
脚
す
る
構
造
の
「
オ

ー
ル
ア
ン
カ
ー
」
を
製
品
化

し
、
製
造
に
着
手
し
た
の
が

昭
和　

年
６
月
の
こ
と
で
あ

４１

る
。
昭
和　

年
か
ら
全
国
販

４３

売
が
開
始
さ
れ
る
。
兄
の
菊

夫
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て

三
幸
商
事
の
社
長
に
就
任
し

た
洞
下
実
は
、
昭
和　

・　
４２

４３

年
、
北
海
道
の
旭
川
か
ら
九

州
ま
で
、
オ
ー
ル
ア
ン
カ
ー

の
販
売
開
拓
に
全
国
を
歩
き
、

強
力
な
全
国
ネ
ッ
ト
の
販
売

網
を
確
立
し
た
。

　

高
ま
る
需
要
に
応
え
る
た

め
、
照
夫
は
親
し
い
農
家
の

友
人
を
説
い
て
流
山
市
内
に

協
力
工
場
（
三
修
工
業
所
、

三
大
工
業
所
）
を
つ
く
り
、

昭
和　

年
に
奈
良
工
場
、　

５１

６２

年
に
は
関
宿
工
場
を
建
設
す 

る
。
平
成
３

年
に
は
流
山

工
業
団
地
に

本
社
工
場
を

建
設
す
る
。

　

平
成
８

年
、
販
売
を

担
当
し
た
三

幸
商
事
と
製

造
を
担
っ
た

三
幸
工
業
は
合
併
し
、
社
名

を
サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
�
と
改

称
し
た
。
特
許
な
ど
関
連
の

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（１２）�

異
形
ボ
ル
ト
、オ
ー
ル
ア
ン
カ
ー�

は
流
山
生
ま
れ
　（
後
編
）�

市
民
が
各
地
で
活
躍

市
内
２
頭
目
の
盲
導
犬
も　

　

洞
下
菊
夫
が
ド
ラ
イ
ブ
イ

ッ
ト
を
販
売
す
る
会
社
か
ら

独
立
し
、
東
葛
高
校
を
出
て

名
古
屋
の
刃
物
利
器
の
商
社

で
商
売
の
修
行
を
し
て
い
た

弟
・
実
と
三
幸
商
事
�
を
設

立
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ッ
ト
と
ア

ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
販
売
し
て

い
た
頃
、
毎
日
新
聞
と
リ
ー

ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
共

同
ビ
ル
を
建
設
し
て
い
た
お

得
意
先
の
大
手
建
設
会
社
か

ら
、「
今
の
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

は
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に

は
使
い
に
く
い
。
打
ち
込
ん

だ
ら
ガ
バ
と
開
い
て
固
定
す

る
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
が
欲
し

い
」
と
聞
か
さ
れ
た
。
三
幸

商
事
は
、
そ
こ
で
、
ガ
バ
と

開
く
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
開

発
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。

　

あ
る
日
、
菊
夫
は
、
映
画

館
で
メ
ル
ビ
ル
の
「
白
鯨
」

を
観
て
い
た
。
モ
リ
が
発
射

さ
れ
る
。
鯨
に
命
中
す
る
と

モ
リ
は
中
で
ガ
バ
と
開
い
て
、

何
ト
ン
も
の
鯨

を
一
本
の
モ
リ

で
保
持
す
る
。

菊
夫
は
心
中

「
こ
れ
だ
！
」

と
叫
ん
だ
。

　

従
来
の
ア
ン

カ
ー
ボ
ル
ト
は

メ
ス
ネ
ジ
だ
。

三
幸
商
事
で
は

オ
ス
ネ
ジ
の
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
の
芯
を
く
り
抜
い
て
、
そ

こ
へ
芯
棒
を
入
れ
、
打
ち
込

界
デ
ビ
ュ
ー
し
た 
舛  
光  
理 
貢

ま
す 
ひ
か 
り

司
さ
ん
が
、
市
長
室
を
訪
れ

井
崎
市
長
や
鈴
木
教
育
長
と

懇
談
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

一
月
場
所
は
プ
ロ
デ
ビ
ュ

ー
戦
で
、
６
勝
１
敗
と
健
闘

し
ま
し
た
。
本
名
は
、
荒
井

光
理
さ
ん
。
流
山
小
５
年
生

の
と
き
か
ら
、
学
生
相
撲
の

名
門
、
日
大
相
撲
部
出
身
の

父
・
孝
夫
さ
ん
の
指
導
で
相

産
者
の
皆
さ
ん
〈
順
不
同
〉

　

藍
川
園
芸（
前
ケ
崎
）／
石

井
農
園（
西
深
井
）／
小
島
農

園（
市
野
谷
）／
鈴
木
い
ち
ご

園（
中
野
久
木
）／
フ
ァ
ー
ム

タ
カ
ギ（
市
野
谷
）／ 
九  
十  
九 

つ 

く 

も

い
ち
ご
園（
駒
木
台
）／
増
田

農
園（
名
都
借
）／
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

吉
田（
市
野
谷
）／
芳
野
ぶ
ど

う
園（
古
間
木
）／
山
村
農
園

（
野
々
下
）

　

□問
 

農
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
６

�
　

「
鬼
は
外
、
福
は
内
！
」、

駒
木
諏
訪
神
社
で
２
月
３
日
、

節
分
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
男
や
氏
子
総
代
の
皆
さ

ん
約
１
０
０
人
が
特
設
台
か

ら
豆
や
み
か
ん
、
お
菓
子
を

投
げ
る
と
早
く
か
ら
境
内
に

集
ま
っ
て
い
た
大
勢
の
善
男

善
女
が
福
豆
な
ど
に
殺
到
し

ま
し
た
＝
写
真
。

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
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�������
�������
�������
�������

お
す
わ
さ
ま
は

お
す
わ
さ
ま
は

１
２
０
０
年
に

１
２
０
０
年
に

ま
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
初

詣
や
七
五
三
の
際
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
本
殿

・
拝
殿
・
社
殿
は
市
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
広
い
境

内
に
は
、
北
村
西
望
作
の
狛

犬
や
日
展
出
展
作
品
な
ど
多

く
の
彫
像
が
あ
り
散
策
コ
ー

ス
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
御
鎮
座
１
２

０
０
年
を
記
念
し
た
大
祭
が
、

こ
と
し
４
月　

日
に
予
定
さ

２３

れ
て
い
ま
す
。

や「
レ
ッ
ツ
・
ス
イ
ン
グ
」、「
か

っ
ぽ
れ
ね
ぶ
た
」
な
ど　

曲
１３

を
演
奏
予
定
で
す
。

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
�

７
１
５
０
―
６
３
０
８

�
　

２
月
７
日
、
八
木
南
小
学

校
で
授
業
参
観
が
、
そ
の
ま

ま
家
庭
教
育
講
座
に
も
な
る

と
い
う
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
学
社
融
合
」と
言
わ
れ

る
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と

の
連
携
事
業
で
、
同
小
学
校

と
公
民
館
が
共
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
か
ら
の
市
民
講
師
と

し
て
招
か
れ
た
助
産
師
の
小

路
和
子
さ
ん
が
子
ど
も
に
生

命
の
大
切
さ
を
訴
え
、
授
業

を
見
学
し
て
い
た
お
母
さ
ん

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

授
業
参
観
が

授
業
参
観
が

家
庭
教
育
講
座
に

家
庭
教
育
講
座
に

と
い
う
も
の
で
す
。

　

授
業
で
は
、
男
性
の
教
職

員
が
妊
婦
体
験
ス
ー
ツ
を
着

て
妊
娠
中
の
つ
ら
い
姿
勢
な

ど
を
擬
似
体
験
す
る
一
幕
も

あ
り
ま
し
た
＝
写
真
。

　

小
路
さ
ん
は
、「
自
分
の
生

命
も
、
お
友
達
の
生
命
も
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
子
ど

も
た
ち
に
呼
び
掛
け
て
い
ま

し
た
。

�
　

東
深
井
中
で
、
２
年
生
が

和
太
鼓
の
け
い
こ
に
励
ん
で

い
ま
す
＝
写
真
。

　

創
作
和
太
鼓
で
有
名
な 
御 お

 
響 
の
副
代
表
・
酒
井
温
子
さ

び
きん

を
講
師
に
、
音
楽
の
授
業

と
し
て
和
太
鼓
を
練
習
し
、

３
月
８
日
に
行
わ
れ
る
「
３

年
生
を
送
る
会
」
で
披
露
す

る
予
定
で
す
。
同
校
で
は
、

３
年
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
バ
ザ
ー

の
収
益
金
で
御
響
を
招
き
鑑

賞
会
を
開
催
。
迫
力
あ
る
演

奏
を
目
の
当
た
り
に
し
た
生

徒
た
ち
か
ら
「
私
た
ち
も
や

っ
て
み
た
い
」
と
声
が
あ
が

り
、
音
楽
の
授
業
に
取
り
入

れ
ま
し
た
。

　

【
係
か
ら
】
こ
の　

万
人

１５

の
ひ
ろ
ば
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
街
の
話
題
や
昭
和
の
流

山
産
業
史
な
ど
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
よ
り
詳
細
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

������
������
������
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８
日
の
送
る
会
で

８
日
の
送
る
会
で

和
太
鼓
を
披
露

和
太
鼓
を
披
露

撲
を
始
め
、
南
部
中
学
校
の

と
き
に
は
千
葉
県
代
表
と
し

て
全
国
大
会
へ
出
場
。
流
山

南
高
校
、中
央
大
学
を
経
て
、

入
門
は
元
関
脇
・
舛
田
山
の

千
賀
ノ
浦
部
屋
で
す
。
３
月

　

日
か
ら
大
阪
場
所
が
始
ま

１２り
ま
す
。
新
聞
の
「
郷
土
力

士
」
欄
の
星
取
り
表
を
見
る

の
も
楽
し
み
で
す
ね
。
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
。

�
　

２
月
４
日
、
商
工
会
館
で

新
春
経
済
講
演
会
が
行
な
わ

れ
、
多
く
の
商
工
関
係
者
が

政
治
と
経
済
と
の
関
わ
り
な

ど
を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
れ
は
、
流
山
市
商
工
会

（
山
崎
政
治
会
長
）
が
主
催

������
������
������
������
������
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������
������
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������
������
������
������

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

青
山
さ
ん
が
講
演

青
山
さ
ん
が
講
演

し
た
も
の
で
、
流
山
出
身
の

報
道
キ
ャ
ス
タ
ー
青
山
和
弘

さ
ん
を
講
師
に
「
小
泉
改
革

の
ゆ
く
え
は
」
と
題
し
た
講

演
会
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で

す
。
青
山
さ
ん
は
、
八
木
北

小
学
校
か
ら
早
稲
田
中
・
高

校
を
経
て
東
京
大
学
を
卒
業

後
、
日
本
テ
レ
ビ
に
入
り
、

現
在
は
政
治
部
自
由
民
主
党

キ
ャ
ッ
プ
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
講
師
が
幼
い

と
き
か
ら
親
交
が
あ
る
商
工

関
係
者
も
数
多
く
参
加
。
今

後
の
国
政
が
世
界
経
済
に
及

ぼ
す
影
響
な
ど
に
つ
い
て
解

り
や
す
く
講
演
さ
れ
、
参
加

者
は
、
メ
モ
を
と
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

お
い
し
い 
苺 
を
流
山
で

い
ち
ご

と
ち
お
と
め
や
女
峰
な
ど
が
人
気

　

２
月
９
日
、
流
山
市
い
ち

ご
研
究
会（
小
倉
久
夫
会
長
）

の
皆
さ
ん
が
、
市
役
所
を
訪

れ
、
い
ち
ご
の
出
来
栄
え
の

報
告
を
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る

い
ち
ご
は
、
と
ち
お
と
め
、

女
峰
、
あ
き
ひ
め
な
ど
。
鈴

木
謙
次
副
会
長
は
「
こ
と
し

は
寒
い
の
で
色
も
味
も
良
い

の
で
す
が
、
燃
料
費
が
例
年

の
倍
く
ら
い
か
か
っ
て
し
ま

っ
て
、
経
営
と
し
て
は
苦
し

い
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
お

い
し
く
食
べ
て
い
た
だ
こ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

第
４
回
流
山
お
お
た
か
の

森
駅
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
３
月

　

日
�　

時
か
ら　

時　

分

２４

１８

１９

３０

ま
で
、
Ｔ
Ｘ
と
東
武
野
田
線

を
結
ぶ
自
由
通
路
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
回
の
出
演
は
、

昨
年
末
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
日
本
管

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
南
部

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

＝
写
真
。
顧
問
の
大
野
伸
子

さ
ん
は
「
３
年
生
に
は
中
学

時
代
最
後
の
演
奏
。
卒
業
は

オ
オ
タ
カ
の
よ
う
に
羽
ば
た

け
る
よ
う
精
一
杯
演
奏
し
ま 

す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
高
校
生
や
大
学
生
に

な
っ
て
い
る
卒
業
生
も
応
援

に
駆
け
つ
け
「
テ
キ
ー
ラ
」

地
域
に
開
か
れ
た
学
校

　

日
に
中
学
生
初
の
駅
コ
ン
サ
ー
ト　

２４

左が洞下照夫さん、右が実さん

（　）　　５ 第１１０９号

場
所
で
、
序
の
口
と
し
て
角

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

「
個
人
が
ど
う
こ
う
で
は

な
く
、
選
手
も
ス
タ
ッ
フ
も

み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て

進
め
ば
結
果
は
後
か
ら
つ
い

て
く
る
」
と
、
こ
と
し
Ｊ
１

復
帰
に
か
け
る
柏
レ

イ
ソ
ル
の
大
谷
秀
和

選
手
。
常
盤
松
中
出

身
の
酒
井
直
樹
コ
ー

チ
、
東
部
中
出
身
の

明
神
智
和
選
手
、
そ

し
て
西
初
石
中
出
身

の
大
谷
選
手
と
柏
レ

イ
ソ
ル
に
は
本
市
出

身
の
選
手
が
多
い
。

初
石
サ
ッ
カ
ー
、
流

山
Ｆ
Ｃ
か
ら
柏
レ
イ

ソ
ル
の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ

ー
ス
、
ユ
ー
ス
を
経
て
高
校

時
代
は
国
体
千
葉
県
代
表
と

し
て
優
勝
に
貢
献
。
移
籍
し

た
元
日
本
代
表
の
明
神
選
手

の
背
番
号
「
７
」
を
引
き
継

ぎ
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
選
手

会
長
。
昨
年
は
７
月
以
降
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
定
着
し
、　

試
２０

合
で
３
得
点
の
活
躍
。
大
事

な
局
面
で
ゴ
ー
ル
を
決
め
て

チ
ー
ム
を
鼓
舞
す
る
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
。
そ
ん

な
大
谷
選
手
も
「
流
山
は
緑

が
多
く
て
癒
さ
れ
る
」

と
休
日
は
の
ん
び
り
と

家
族
や
友
だ
ち
と
過
ご

す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

そ
う
し
た
家
族
や
友
だ

ち
思
い
の
や
さ
し
い
性

格
か
ら
、
少
年
サ
ッ
カ

ー
時
代
の
指
導
者
や
チ

ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
が
、

い
ま
も
個
人
的
な
応
援

サ
イ
ト
を
運
営
し
て
く

れ
て
い
る
。
取
材
中
に

も
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
に

触
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
「
サ

ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
い
う
言
葉
が
何
度
も
飛
び

出
す
。
大
谷
選
手
が
サ
ッ
カ

ー
を
始
め
た
の
は
小
学
校
１

年
生
の
と
き
。
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
試
合
を
し
た
か
っ

た
か
ら
」。プ
ロ
に
な
っ
た
い

ま
も
「
全
試
合
に
出
場
し
た

い
」
と
子
ど
も
の
と
き
か
ら

の
夢
を
追
い
続
け
て
い
る
。

趣
味
は
読
書
と
映
画
鑑
賞
。

「
い
ま
、会
い
に
ゆ
き
ま
す
」

を
読
ん
で
感
動
し
た　

歳
は

２１

プ
ロ
４
年
目
。
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
キ
ン
グ
の
中
編
小
説
を

映
画
化
し
た
「
シ
ョ
ー
シ
ャ

ン
ク
の
空
に
」
は
何
回
も
繰

り
返
し
観
た
と
い
う
。
絶
望

の
中
、
不
屈
の
精
神
に
よ
っ

て
自
ら
の
運
命
を
切
り
開
く

男
を
描
き
、
世
界
中
を
感
動

さ
せ
た
映
画
だ
。
Ｊ
２
か
ら

Ｊ
１
へ
、
そ
の
不
屈
の
精
神

で
実
現
し
、
私
た
ち
を
感
動

さ
せ
て
ほ
し
い
。「
一
緒
に
勝

利
の
感
動
を
分
か
ち
合
い
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
心
強
い
言

葉
が
返
っ
て
き
た
。
３
月
４

日
、
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
。
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
。

新生レイソルの選手会長・大谷秀和さん

称
し
た

特
許
な
ど
関
連
の

知
的
財
産
は　

弱
。
特
殊
ね

５０

じ
の
品
目
数
は
約
２
万 

点
。
約
５
千
社
の
取
扱
店
に

販
売
し
て
い
る
。

　

建
設
関
連
資
材
以
外
の
新

事
業
も
展
開
。
ビ
ル
や
橋
脚

な
ど
の
耐
震
補
強
工
事
を
行

う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
、
独

自
開
発
の
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
パ
ネ
ル
の
「
テ
ク

ノ
パ
ネ
ル
」
を
用
い
た
屋
上

断
熱
防
水
事
業
を
平
成　

年
１４

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
�
の
洞

下
実
社
長
は
「
地
震
対
策
は

大
き
な
社
会
的
課
題
で
す
が
、

当
社
の
ア
ン
カ
ー
製
品
は
耐

震
補
強
に
使
え
ま
す
。
阪
神

大
震
災
後
の
復
興
工
事
で
は
、

ゼ
ネ
コ
ン
さ
ん
に
す
ご
く
重

宝
さ
れ
、
施
工
も
や
っ
て
く

れ
な
い
か
と
い
う
要
請
に
応

え
て
、
職
人
さ
ん
を
抱
え
て

い
る
工
事
会
社
の
と
り
ま
と

め
役
と
な
っ
て
復
興
工
事
に

あ
た
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

お
わ
り　

文
／
山
本
文
男

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈２１〉４日から開幕、ご声援を

Ｊ１復帰へチーム一丸

こ
へ
芯
棒
を
入
れ

打
ち
込

む
と
先
端
が
開
脚
す
る
ボ
ル

ト
を
考
案
し
、「
オ
ー
ル
ア
ン

カ
ー
」
と
命
名
し
た
。

　

早
速
、
サ
ン
プ
ル
の
試
作

に
か
か
っ
た
が
、
引
き
受
け

て
く
れ
る
工
場
が
な
い
。
ボ

ル
ト
に
中
空
の
穴
を
開
け
る

場
合
、
穴
の
径
の
５
倍
を
限

界
と
し
た
業
界
の
常
識
を
破

り
、４
ミ
リ
の
穴
を　

ミ
リ
、

６０

６
ミ
リ
の
穴
を
１
２
０
ミ
リ

も
開
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
引
き
受
け
て
く
れ
る

工
場
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
頃
、
洞
下
兄
弟
の
二

番
目
、
照
夫
は
兄
の
昭
二
が

武
藤
家
に
養
子
に
入
っ
た
の

で
父
の
跡
を
と
り
、
専
業
農

家
と
し
て
野
菜
づ
く
り
に
励

ん
で
い
た
が
、
流
山
の
農
業

の
将
来
を
見
越
し
て
、
三
幸

商
事
が
開
発
す
る
新
し
い
ア

ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
開
発
に
賭

け
た
。
畑
の
一
部
を
潰
し
て

　

坪
の
工
場
を
建
て
、
タ
ー

１２レ
ッ
ト
旋
盤
な
ど
を
入
れ
て
、

資
本
金
２
０
０
万
円
の
三
幸

工
業
�
を
設
立
。
夢
の
ア
ン

　

諏
訪
神
社
は
、「
お
す
わ
さ

た
ち
も
参
加
し
一
緒
に
学
ぶ

覧
い
た
だ
け
ま
す
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　流山市日本舞踊こども教室発表会（藤春会主催）＝３月１１日
�１３時～１４時、向小金福祉会館。入場料無料□問 春山�７１５８
－４７２４
　盆栽技術講習会（流山市文化協会盆栽部主催）＝３月１１日�
１３時３０分～１６時、文化会館。参加費無料□問 藤川�７１５８－
１４７１
　房総野馬土手散歩⑥「日光東往還野馬土手、菅原神社など」
（流山市立博物館友の会主催）＝３月１２日�９時～１５時、東武
野田線愛宕駅集合（小雨中止）。参加費３００円※交通費、弁当等
持参□問 青木�７１５８－３００４
　押し花額絵作品展（押し花サークル優主催）＝３月１４日�～
１９日�１０時～１６時（１９日は１５時まで）、杜のアトリエ黎明。入
場料無料□問 長井�７１５８－３８５２
　絵手紙展示会（彩雅会主催）＝３月１６日�～２１日�９時３０分
～１７時（１６日は１１時から、２１日は１５時まで）、流山郵便局。入
場料無料□問 小倉�７１５８－８０７０
　江戸川八十八ケ所札所を歩く（旧流山地区）＝３月１８日�９
時～１２時３０分、ＪＲ武蔵野線南流山駅北口集合。地図代１０円□問 
中村�７１５４－１３６２
　山採り春蘭展示会（流山愛蘭会主催）＝３月１９日�８時～１６
時、西平井自治会館。入場料無料□問 �田�７１５８－０３４９
　'０６南部中学校吹奏楽部感謝の集いコンサート（南部中・同吹
奏楽部保護者の会主催）＝３月１９日�１３時３０分～、文化会館。
入場料無料□問 原田�７１５９－６３２３
　女声合唱団Loisir 3rd Concert＝３月２１日�１３時３０分（開場）
～、東京文化会館。入場料１,５００円□問 滝野�７１５５－０８５７
　ラウンドダンス無料体験説明会（キャニオンＲＤＣ主催）＝
３月２３日�９時３０分～１２時、南流山センター□問 谷�７１４３－
５５０９
　里親サロン（千葉県里親会主催）＝３月２３日�１０時３０分～１２
時、柏児童相談所（柏市）。参加費無料※申込締切３月１５日ま
で□問 田村�０４７－３８９－６３２８
　木のおもちゃで遊ぼう、つくろう（流山おやこ劇場主催）＝
３月２４日�①１０時～「木のおもちゃであそぼう」（乳幼児とそ
の親対象）、②１３時３０分～「おもちゃの大工さん　きみも工作
の達人認定書をもらおう」（小学生対象）、南流山センター。各
１,５００円□問 流山おやこ劇場�７１５２－０４４６
　生命（いのち）の贈りもの～伝わるこころ・つながる命～
（ミュージカル劇団「りとるねばあらんど」主催、市・市教委
後援）＝３月２６日�１３時３０分（開場）～、文化会館。入場料
１,５００円（前売り１,２００円）□問 岩佐�０９０－１７３２－１８０７
　はじめてのビーズステッチ（織づる会主催）＝①３月８日	、
文化会館②１３日�、北部公民館※いずれも１３時３０分～１５時３０分。
参加費１回１,８００円□問 鶴岡�７１５９－５９９８
　ソフトテニス小学生（４～６年生）教室（流山市ソフトテニ
ス連盟主催、市教委後援）＝４月～９月（８時～１０時）、１０月
～平成１９年３月（９時～１１時）、市総合運動公園庭球場。参加
費年間５,０００円□問 山下�７１５２－６６９８（１７時以降）
　囲碁入門学舎（流山市文化協会囲碁部主催）＝４月５日～平
成１９年３月２８日のおおむね１カ年間の毎週水曜１０時～１２時、森
の図書館。参加費無料（テキスト代１,６８０円は自己負担）※申込
締切３月２５日まで□問 伊藤�７１５２－８８０７

　プリザーブドフラワーサークル風花（プリザーブドフラワー
アレンジメント）＝第２水曜1０時～1２時、文化会館□問 小野�０９０
－１８４４－５８２４
　混声合唱団フォンテ＝毎週土曜１８時４５分～2１時、北部公民館
ほか□問 福岡�７１５２－７４２８
　初水会（初心者水彩画教室）＝第２・４水曜1３時３０分～1６時、
東初石２丁目自治会館□問 鶴田�７１５８－１２０４
　松戸山の会流山支部（ハイキング、登山、ロッククライミン
グ）＝第２・４水曜１９時～２１時、松戸市民会館（松戸市）□問 村
田�７１５３－０００７

イ ベ ン トサ ー ク ル

　

流
山
い
ち
ご
研
究
会
の
生

新
し
い
世
界
へ
の
旅
立
ち
。

イ ベ ン ト

３月から７番になります３月から７番になります
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平成１８年３月１日（水曜日）　　　（　）４

　

２
月
４
日
、
南
流
山
セ
ン

タ
ー
で
盲
導
犬
地
域
ユ
ー
ザ

ー
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
か
ら
訓
練
を
行

い
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ホ
ー
リ

ー
と
生
活
を
始
め
た
道
端
久

美
子
さ
ん
は
流
山
で
は
２
人

目
の
ユ
ー
ザ
ー
で
す
。

　

「
ホ
ー
リ
ー
が
路
上
で
拾

い
食
い
や
排
泄
を
す
る
こ
と

が
あ
り
、
周
囲
か
ら
非
難
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
初
心

者
と
し
て
の
悩
み
を
打
ち
あ

け
る
と
、
周
囲
の
ベ
テ
ラ
ン

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
体
験
に
基
づ

く
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
席

上
、
井
崎
市
長
も
「
理
解
を

広
め
る
た
め
一
緒
に
啓
発
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
＝

写
真
。

　

当
日
は
、
流
山
市
音
楽
家

協
会
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や

朗
読
グ
ル
ー
プ
お
り
づ
る
の

朗
読
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
集
っ
た
盲
導
犬

と
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

�
　

１
月　

日
、
大
相
撲
一
月

２５

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

大
相
撲
の
舛
光
理

大
相
撲
の
舛
光
理

さ
ん
が
来
訪

さ
ん
が
来
訪

カ
ー
ボ
ル
ト
の
製
造
に
取
り

組
ん
だ
。

　

試
行
錯
誤
の
末
に
、
遂
に

こ
れ
ま
で
の
ス
テ
ン
レ
ス
の

加
工
技
術
の
常
識
を
破
る
技

術
を
開
発
。
特
許
を
取
り
先

端
が
開
脚
す
る
構
造
の
「
オ

ー
ル
ア
ン
カ
ー
」
を
製
品
化

し
、
製
造
に
着
手
し
た
の
が

昭
和　

年
６
月
の
こ
と
で
あ

４１

る
。
昭
和　

年
か
ら
全
国
販

４３

売
が
開
始
さ
れ
る
。
兄
の
菊

夫
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て

三
幸
商
事
の
社
長
に
就
任
し

た
洞
下
実
は
、
昭
和　

・　
４２

４３

年
、
北
海
道
の
旭
川
か
ら
九

州
ま
で
、
オ
ー
ル
ア
ン
カ
ー

の
販
売
開
拓
に
全
国
を
歩
き
、

強
力
な
全
国
ネ
ッ
ト
の
販
売

網
を
確
立
し
た
。

　

高
ま
る
需
要
に
応
え
る
た

め
、
照
夫
は
親
し
い
農
家
の

友
人
を
説
い
て
流
山
市
内
に

協
力
工
場
（
三
修
工
業
所
、

三
大
工
業
所
）
を
つ
く
り
、

昭
和　

年
に
奈
良
工
場
、　

５１

６２

年
に
は
関
宿
工
場
を
建
設
す 

る
。
平
成
３

年
に
は
流
山

工
業
団
地
に

本
社
工
場
を

建
設
す
る
。

　

平
成
８

年
、
販
売
を

担
当
し
た
三

幸
商
事
と
製

造
を
担
っ
た

三
幸
工
業
は
合
併
し
、
社
名

を
サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
�
と
改

称
し
た
。
特
許
な
ど
関
連
の

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（１２）�

異
形
ボ
ル
ト
、オ
ー
ル
ア
ン
カ
ー�

は
流
山
生
ま
れ
　（
後
編
）�

市
民
が
各
地
で
活
躍

市
内
２
頭
目
の
盲
導
犬
も　

　

洞
下
菊
夫
が
ド
ラ
イ
ブ
イ

ッ
ト
を
販
売
す
る
会
社
か
ら

独
立
し
、
東
葛
高
校
を
出
て

名
古
屋
の
刃
物
利
器
の
商
社

で
商
売
の
修
行
を
し
て
い
た

弟
・
実
と
三
幸
商
事
�
を
設

立
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ッ
ト
と
ア

ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
販
売
し
て

い
た
頃
、
毎
日
新
聞
と
リ
ー

ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
共

同
ビ
ル
を
建
設
し
て
い
た
お

得
意
先
の
大
手
建
設
会
社
か

ら
、「
今
の
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

は
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に

は
使
い
に
く
い
。
打
ち
込
ん

だ
ら
ガ
バ
と
開
い
て
固
定
す

る
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
が
欲
し

い
」
と
聞
か
さ
れ
た
。
三
幸

商
事
は
、
そ
こ
で
、
ガ
バ
と

開
く
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
開

発
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。

　

あ
る
日
、
菊
夫
は
、
映
画

館
で
メ
ル
ビ
ル
の
「
白
鯨
」

を
観
て
い
た
。
モ
リ
が
発
射

さ
れ
る
。
鯨
に
命
中
す
る
と

モ
リ
は
中
で
ガ
バ
と
開
い
て
、

何
ト
ン
も
の
鯨

を
一
本
の
モ
リ

で
保
持
す
る
。

菊
夫
は
心
中

「
こ
れ
だ
！
」

と
叫
ん
だ
。

　

従
来
の
ア
ン

カ
ー
ボ
ル
ト
は

メ
ス
ネ
ジ
だ
。

三
幸
商
事
で
は

オ
ス
ネ
ジ
の
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
の
芯
を
く
り
抜
い
て
、
そ

こ
へ
芯
棒
を
入
れ
、
打
ち
込

界
デ
ビ
ュ
ー
し
た 
舛  
光  
理 
貢

ま
す 
ひ
か 
り

司
さ
ん
が
、
市
長
室
を
訪
れ

井
崎
市
長
や
鈴
木
教
育
長
と

懇
談
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

一
月
場
所
は
プ
ロ
デ
ビ
ュ

ー
戦
で
、
６
勝
１
敗
と
健
闘

し
ま
し
た
。
本
名
は
、
荒
井

光
理
さ
ん
。
流
山
小
５
年
生

の
と
き
か
ら
、
学
生
相
撲
の

名
門
、
日
大
相
撲
部
出
身
の

父
・
孝
夫
さ
ん
の
指
導
で
相

産
者
の
皆
さ
ん
〈
順
不
同
〉

　

藍
川
園
芸（
前
ケ
崎
）／
石

井
農
園（
西
深
井
）／
小
島
農

園（
市
野
谷
）／
鈴
木
い
ち
ご

園（
中
野
久
木
）／
フ
ァ
ー
ム

タ
カ
ギ（
市
野
谷
）／ 
九  
十  
九 

つ 

く 

も

い
ち
ご
園（
駒
木
台
）／
増
田

農
園（
名
都
借
）／
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

吉
田（
市
野
谷
）／
芳
野
ぶ
ど

う
園（
古
間
木
）／
山
村
農
園

（
野
々
下
）

　

□問
 

農
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
６

�
　

「
鬼
は
外
、
福
は
内
！
」、

駒
木
諏
訪
神
社
で
２
月
３
日
、

節
分
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
男
や
氏
子
総
代
の
皆
さ

ん
約
１
０
０
人
が
特
設
台
か

ら
豆
や
み
か
ん
、
お
菓
子
を

投
げ
る
と
早
く
か
ら
境
内
に

集
ま
っ
て
い
た
大
勢
の
善
男

善
女
が
福
豆
な
ど
に
殺
到
し

ま
し
た
＝
写
真
。
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お
す
わ
さ
ま
は

お
す
わ
さ
ま
は

１
２
０
０
年
に

１
２
０
０
年
に

ま
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
初

詣
や
七
五
三
の
際
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
本
殿

・
拝
殿
・
社
殿
は
市
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
広
い
境

内
に
は
、
北
村
西
望
作
の
狛

犬
や
日
展
出
展
作
品
な
ど
多

く
の
彫
像
が
あ
り
散
策
コ
ー

ス
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
御
鎮
座
１
２

０
０
年
を
記
念
し
た
大
祭
が
、

こ
と
し
４
月　

日
に
予
定
さ

２３

れ
て
い
ま
す
。

や「
レ
ッ
ツ
・
ス
イ
ン
グ
」、「
か

っ
ぽ
れ
ね
ぶ
た
」
な
ど　

曲
１３

を
演
奏
予
定
で
す
。

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
�

７
１
５
０
―
６
３
０
８

�
　

２
月
７
日
、
八
木
南
小
学

校
で
授
業
参
観
が
、
そ
の
ま

ま
家
庭
教
育
講
座
に
も
な
る

と
い
う
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
学
社
融
合
」と
言
わ
れ

る
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と

の
連
携
事
業
で
、
同
小
学
校

と
公
民
館
が
共
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
か
ら
の
市
民
講
師
と

し
て
招
か
れ
た
助
産
師
の
小

路
和
子
さ
ん
が
子
ど
も
に
生

命
の
大
切
さ
を
訴
え
、
授
業

を
見
学
し
て
い
た
お
母
さ
ん
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授
業
参
観
が

授
業
参
観
が

家
庭
教
育
講
座
に

家
庭
教
育
講
座
に

と
い
う
も
の
で
す
。

　

授
業
で
は
、
男
性
の
教
職

員
が
妊
婦
体
験
ス
ー
ツ
を
着

て
妊
娠
中
の
つ
ら
い
姿
勢
な

ど
を
擬
似
体
験
す
る
一
幕
も

あ
り
ま
し
た
＝
写
真
。

　

小
路
さ
ん
は
、「
自
分
の
生

命
も
、
お
友
達
の
生
命
も
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
子
ど

も
た
ち
に
呼
び
掛
け
て
い
ま

し
た
。

�
　

東
深
井
中
で
、
２
年
生
が

和
太
鼓
の
け
い
こ
に
励
ん
で

い
ま
す
＝
写
真
。

　

創
作
和
太
鼓
で
有
名
な 
御 お

 
響 
の
副
代
表
・
酒
井
温
子
さ

び
きん

を
講
師
に
、
音
楽
の
授
業

と
し
て
和
太
鼓
を
練
習
し
、

３
月
８
日
に
行
わ
れ
る
「
３

年
生
を
送
る
会
」
で
披
露
す

る
予
定
で
す
。
同
校
で
は
、

３
年
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
バ
ザ
ー

の
収
益
金
で
御
響
を
招
き
鑑

賞
会
を
開
催
。
迫
力
あ
る
演

奏
を
目
の
当
た
り
に
し
た
生

徒
た
ち
か
ら
「
私
た
ち
も
や

っ
て
み
た
い
」
と
声
が
あ
が

り
、
音
楽
の
授
業
に
取
り
入

れ
ま
し
た
。

　

【
係
か
ら
】
こ
の　

万
人

１５

の
ひ
ろ
ば
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
街
の
話
題
や
昭
和
の
流

山
産
業
史
な
ど
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
よ
り
詳
細
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

������
������
������
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８
日
の
送
る
会
で

８
日
の
送
る
会
で

和
太
鼓
を
披
露

和
太
鼓
を
披
露

撲
を
始
め
、
南
部
中
学
校
の

と
き
に
は
千
葉
県
代
表
と
し

て
全
国
大
会
へ
出
場
。
流
山

南
高
校
、中
央
大
学
を
経
て
、

入
門
は
元
関
脇
・
舛
田
山
の

千
賀
ノ
浦
部
屋
で
す
。
３
月

　

日
か
ら
大
阪
場
所
が
始
ま

１２り
ま
す
。
新
聞
の
「
郷
土
力

士
」
欄
の
星
取
り
表
を
見
る

の
も
楽
し
み
で
す
ね
。
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
。

�
　

２
月
４
日
、
商
工
会
館
で

新
春
経
済
講
演
会
が
行
な
わ

れ
、
多
く
の
商
工
関
係
者
が

政
治
と
経
済
と
の
関
わ
り
な

ど
を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
れ
は
、
流
山
市
商
工
会

（
山
崎
政
治
会
長
）
が
主
催

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
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ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

青
山
さ
ん
が
講
演

青
山
さ
ん
が
講
演

し
た
も
の
で
、
流
山
出
身
の

報
道
キ
ャ
ス
タ
ー
青
山
和
弘

さ
ん
を
講
師
に
「
小
泉
改
革

の
ゆ
く
え
は
」
と
題
し
た
講

演
会
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で

す
。
青
山
さ
ん
は
、
八
木
北

小
学
校
か
ら
早
稲
田
中
・
高

校
を
経
て
東
京
大
学
を
卒
業

後
、
日
本
テ
レ
ビ
に
入
り
、

現
在
は
政
治
部
自
由
民
主
党

キ
ャ
ッ
プ
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
講
師
が
幼
い

と
き
か
ら
親
交
が
あ
る
商
工

関
係
者
も
数
多
く
参
加
。
今

後
の
国
政
が
世
界
経
済
に
及

ぼ
す
影
響
な
ど
に
つ
い
て
解

り
や
す
く
講
演
さ
れ
、
参
加

者
は
、
メ
モ
を
と
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

お
い
し
い 
苺 
を
流
山
で

い
ち
ご

と
ち
お
と
め
や
女
峰
な
ど
が
人
気

　

２
月
９
日
、
流
山
市
い
ち

ご
研
究
会（
小
倉
久
夫
会
長
）

の
皆
さ
ん
が
、
市
役
所
を
訪

れ
、
い
ち
ご
の
出
来
栄
え
の

報
告
を
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る

い
ち
ご
は
、
と
ち
お
と
め
、

女
峰
、
あ
き
ひ
め
な
ど
。
鈴

木
謙
次
副
会
長
は
「
こ
と
し

は
寒
い
の
で
色
も
味
も
良
い

の
で
す
が
、
燃
料
費
が
例
年

の
倍
く
ら
い
か
か
っ
て
し
ま

っ
て
、
経
営
と
し
て
は
苦
し

い
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
お

い
し
く
食
べ
て
い
た
だ
こ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

第
４
回
流
山
お
お
た
か
の

森
駅
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
３
月

　

日
�　

時
か
ら　

時　

分

２４

１８

１９

３０

ま
で
、
Ｔ
Ｘ
と
東
武
野
田
線

を
結
ぶ
自
由
通
路
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
回
の
出
演
は
、

昨
年
末
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
日
本
管

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
南
部

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

＝
写
真
。
顧
問
の
大
野
伸
子

さ
ん
は
「
３
年
生
に
は
中
学

時
代
最
後
の
演
奏
。
卒
業
は

オ
オ
タ
カ
の
よ
う
に
羽
ば
た

け
る
よ
う
精
一
杯
演
奏
し
ま 

す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
高
校
生
や
大
学
生
に

な
っ
て
い
る
卒
業
生
も
応
援

に
駆
け
つ
け
「
テ
キ
ー
ラ
」

地
域
に
開
か
れ
た
学
校

　

日
に
中
学
生
初
の
駅
コ
ン
サ
ー
ト　

２４

左が洞下照夫さん、右が実さん

（　）　　５ 第１１０９号

場
所
で
、
序
の
口
と
し
て
角

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

「
個
人
が
ど
う
こ
う
で
は

な
く
、
選
手
も
ス
タ
ッ
フ
も

み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て

進
め
ば
結
果
は
後
か
ら
つ
い

て
く
る
」
と
、
こ
と
し
Ｊ
１

復
帰
に
か
け
る
柏
レ

イ
ソ
ル
の
大
谷
秀
和

選
手
。
常
盤
松
中
出

身
の
酒
井
直
樹
コ
ー

チ
、
東
部
中
出
身
の

明
神
智
和
選
手
、
そ

し
て
西
初
石
中
出
身

の
大
谷
選
手
と
柏
レ

イ
ソ
ル
に
は
本
市
出

身
の
選
手
が
多
い
。

初
石
サ
ッ
カ
ー
、
流

山
Ｆ
Ｃ
か
ら
柏
レ
イ

ソ
ル
の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ

ー
ス
、
ユ
ー
ス
を
経
て
高
校

時
代
は
国
体
千
葉
県
代
表
と

し
て
優
勝
に
貢
献
。
移
籍
し

た
元
日
本
代
表
の
明
神
選
手

の
背
番
号
「
７
」
を
引
き
継

ぎ
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
選
手

会
長
。
昨
年
は
７
月
以
降
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
定
着
し
、　

試
２０

合
で
３
得
点
の
活
躍
。
大
事

な
局
面
で
ゴ
ー
ル
を
決
め
て

チ
ー
ム
を
鼓
舞
す
る
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
。
そ
ん

な
大
谷
選
手
も
「
流
山
は
緑

が
多
く
て
癒
さ
れ
る
」

と
休
日
は
の
ん
び
り
と

家
族
や
友
だ
ち
と
過
ご

す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

そ
う
し
た
家
族
や
友
だ

ち
思
い
の
や
さ
し
い
性

格
か
ら
、
少
年
サ
ッ
カ

ー
時
代
の
指
導
者
や
チ

ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
が
、

い
ま
も
個
人
的
な
応
援

サ
イ
ト
を
運
営
し
て
く

れ
て
い
る
。
取
材
中
に

も
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
に

触
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
「
サ

ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
い
う
言
葉
が
何
度
も
飛
び

出
す
。
大
谷
選
手
が
サ
ッ
カ

ー
を
始
め
た
の
は
小
学
校
１

年
生
の
と
き
。
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
試
合
を
し
た
か
っ

た
か
ら
」。プ
ロ
に
な
っ
た
い

ま
も
「
全
試
合
に
出
場
し
た

い
」
と
子
ど
も
の
と
き
か
ら

の
夢
を
追
い
続
け
て
い
る
。

趣
味
は
読
書
と
映
画
鑑
賞
。

「
い
ま
、会
い
に
ゆ
き
ま
す
」

を
読
ん
で
感
動
し
た　

歳
は

２１

プ
ロ
４
年
目
。
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
キ
ン
グ
の
中
編
小
説
を

映
画
化
し
た
「
シ
ョ
ー
シ
ャ

ン
ク
の
空
に
」
は
何
回
も
繰

り
返
し
観
た
と
い
う
。
絶
望

の
中
、
不
屈
の
精
神
に
よ
っ

て
自
ら
の
運
命
を
切
り
開
く

男
を
描
き
、
世
界
中
を
感
動

さ
せ
た
映
画
だ
。
Ｊ
２
か
ら

Ｊ
１
へ
、
そ
の
不
屈
の
精
神

で
実
現
し
、
私
た
ち
を
感
動

さ
せ
て
ほ
し
い
。「
一
緒
に
勝

利
の
感
動
を
分
か
ち
合
い
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
心
強
い
言

葉
が
返
っ
て
き
た
。
３
月
４

日
、
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
。
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
。

新生レイソルの選手会長・大谷秀和さん

称
し
た

特
許
な
ど
関
連
の

知
的
財
産
は　

弱
。
特
殊
ね

５０

じ
の
品
目
数
は
約
２
万 

点
。
約
５
千
社
の
取
扱
店
に

販
売
し
て
い
る
。

　

建
設
関
連
資
材
以
外
の
新

事
業
も
展
開
。
ビ
ル
や
橋
脚

な
ど
の
耐
震
補
強
工
事
を
行

う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
、
独

自
開
発
の
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
パ
ネ
ル
の
「
テ
ク

ノ
パ
ネ
ル
」
を
用
い
た
屋
上

断
熱
防
水
事
業
を
平
成　

年
１４

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

サ
ン
コ
ー
テ
ク
ノ
�
の
洞

下
実
社
長
は
「
地
震
対
策
は

大
き
な
社
会
的
課
題
で
す
が
、

当
社
の
ア
ン
カ
ー
製
品
は
耐

震
補
強
に
使
え
ま
す
。
阪
神

大
震
災
後
の
復
興
工
事
で
は
、

ゼ
ネ
コ
ン
さ
ん
に
す
ご
く
重

宝
さ
れ
、
施
工
も
や
っ
て
く

れ
な
い
か
と
い
う
要
請
に
応

え
て
、
職
人
さ
ん
を
抱
え
て

い
る
工
事
会
社
の
と
り
ま
と

め
役
と
な
っ
て
復
興
工
事
に

あ
た
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

お
わ
り　

文
／
山
本
文
男

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈２１〉４日から開幕、ご声援を

Ｊ１復帰へチーム一丸

こ
へ
芯
棒
を
入
れ

打
ち
込

む
と
先
端
が
開
脚
す
る
ボ
ル

ト
を
考
案
し
、「
オ
ー
ル
ア
ン

カ
ー
」
と
命
名
し
た
。

　

早
速
、
サ
ン
プ
ル
の
試
作

に
か
か
っ
た
が
、
引
き
受
け

て
く
れ
る
工
場
が
な
い
。
ボ

ル
ト
に
中
空
の
穴
を
開
け
る

場
合
、
穴
の
径
の
５
倍
を
限

界
と
し
た
業
界
の
常
識
を
破

り
、４
ミ
リ
の
穴
を　

ミ
リ
、

６０

６
ミ
リ
の
穴
を
１
２
０
ミ
リ

も
開
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
引
き
受
け
て
く
れ
る

工
場
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
頃
、
洞
下
兄
弟
の
二

番
目
、
照
夫
は
兄
の
昭
二
が

武
藤
家
に
養
子
に
入
っ
た
の

で
父
の
跡
を
と
り
、
専
業
農

家
と
し
て
野
菜
づ
く
り
に
励

ん
で
い
た
が
、
流
山
の
農
業

の
将
来
を
見
越
し
て
、
三
幸

商
事
が
開
発
す
る
新
し
い
ア

ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
開
発
に
賭

け
た
。
畑
の
一
部
を
潰
し
て

　

坪
の
工
場
を
建
て
、
タ
ー

１２レ
ッ
ト
旋
盤
な
ど
を
入
れ
て
、

資
本
金
２
０
０
万
円
の
三
幸

工
業
�
を
設
立
。
夢
の
ア
ン

　

諏
訪
神
社
は
、「
お
す
わ
さ

た
ち
も
参
加
し
一
緒
に
学
ぶ

覧
い
た
だ
け
ま
す
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　第３回まちネットフォーラム「おおたかの森駅周辺のまちづ
くり」（まちネット流山主催）＝３月４日�１３時～１５時、リサ
イクルプラザ。参加費無料□問 恵良�７１５４－６７８８
　仏彫展＝３月６日�～１３日�９時～１７時（６日は１３時から、
１３日は１３時まで）、流山郵便局。入場料無料□問 松川�７１５２
－７３６０
　生涯大学校フォトクラブ写真展＝３月７日�～１３日�１０時～
２０時（１３日は１６時まで）、そごう柏店。入場料無料□問 田村�７１５３
－４３５３
　チャリティダンスの集い（流山シニアライオンズクラブ主催）
＝３月１１日�１３時３０分～１６時３０分、初石公民館。参加費２,０００円
□問 高峰�７１５２－４７０８
　流山市日本舞踊こども教室発表会（藤春会主催）＝３月１１日
�１３時～１４時、向小金福祉会館。入場料無料□問 春山�７１５８
－４７２４
　盆栽技術講習会（流山市文化協会盆栽部主催）＝３月１１日�
１３時３０分～１６時、文化会館。参加費無料□問 藤川�７１５８－
１４７１
　房総野馬土手散歩⑥「日光東往還野馬土手、菅原神社など」
（流山市立博物館友の会主催）＝３月１２日�９時～１５時、東武
野田線愛宕駅集合（小雨中止）。参加費３００円※交通費、弁当等
持参□問 青木�７１５８－３００４
　押し花額絵作品展（押し花サークル優主催）＝３月１４日�～
１９日�１０時～１６時（１９日は１５時まで）、杜のアトリエ黎明。入
場料無料□問 長井�７１５８－３８５２
　絵手紙展示会（彩雅会主催）＝３月１６日�～２１日�９時３０分
～１７時（１６日は１１時から、２１日は１５時まで）、流山郵便局。入
場料無料□問 小倉�７１５８－８０７０
　江戸川八十八ケ所札所を歩く（旧流山地区）＝３月１８日�９
時～１２時３０分、ＪＲ武蔵野線南流山駅北口集合。地図代１０円□問 
中村�７１５４－１３６２
　山採り春蘭展示会（流山愛蘭会主催）＝３月１９日�８時～１６
時、西平井自治会館。入場料無料□問 �田�７１５８－０３４９
　'０６南部中学校吹奏楽部感謝の集いコンサート（南部中・同吹
奏楽部保護者の会主催）＝３月１９日�１３時３０分～、文化会館。
入場料無料□問 原田�７１５９－６３２３
　女声合唱団Loisir 3rd Concert＝３月２１日�１３時３０分（開場）
～、東京文化会館。入場料１,５００円□問 滝野�７１５５－０８５７
　ラウンドダンス無料体験説明会（キャニオンＲＤＣ主催）＝
３月２３日�９時３０分～１２時、南流山センター□問 谷�７１４３－
５５０９
　里親サロン（千葉県里親会主催）＝３月２３日�１０時３０分～１２
時、柏児童相談所（柏市）。参加費無料※申込締切３月１５日ま
で□問 田村�０４７－３８９－６３２８
　木のおもちゃで遊ぼう、つくろう（流山おやこ劇場主催）＝
３月２４日�①１０時～「木のおもちゃであそぼう」（乳幼児とそ
の親対象）、②１３時３０分～「おもちゃの大工さん　きみも工作
の達人認定書をもらおう」（小学生対象）、南流山センター。各
１,５００円□問 流山おやこ劇場�７１５２－０４４６
　生命（いのち）の贈りもの～伝わるこころ・つながる命～
（ミュージカル劇団「りとるねばあらんど」主催、市・市教委
後援）＝３月２６日�１３時３０分（開場）～、文化会館。入場料
１,５００円（前売り１,２００円）□問 岩佐�０９０－１７３２－１８０７
　はじめてのビーズステッチ（織づる会主催）＝①３月８日	、
文化会館②１３日�、北部公民館※いずれも１３時３０分～１５時３０分。
参加費１回１,８００円□問 鶴岡�７１５９－５９９８
　ソフトテニス小学生（４～６年生）教室（流山市ソフトテニ
ス連盟主催、市教委後援）＝４月～９月（８時～１０時）、１０月
～平成１９年３月（９時～１１時）、市総合運動公園庭球場。参加
費年間５,０００円□問 山下�７１５２－６６９８（１７時以降）
　囲碁入門学舎（流山市文化協会囲碁部主催）＝４月５日～平
成１９年３月２８日のおおむね１カ年間の毎週水曜１０時～１２時、森
の図書館。参加費無料（テキスト代１,６８０円は自己負担）※申込
締切３月２５日まで□問 伊藤�７１５２－８８０７

　プリザーブドフラワーサークル風花（プリザーブドフラワー
アレンジメント）＝第２水曜1０時～1２時、文化会館□問 小野�０９０
－１８４４－５８２４
　混声合唱団フォンテ＝毎週土曜１８時４５分～2１時、北部公民館
ほか□問 福岡�７１５２－７４２８
　初水会（初心者水彩画教室）＝第２・４水曜1３時３０分～1６時、
東初石２丁目自治会館□問 鶴田�７１５８－１２０４
　松戸山の会流山支部（ハイキング、登山、ロッククライミン
グ）＝第２・４水曜１９時～２１時、松戸市民会館（松戸市）□問 村
田�７１５３－０００７

イ ベ ン トサ ー ク ル

　

流
山
い
ち
ご
研
究
会
の
生

新
し
い
世
界
へ
の
旅
立
ち
。

イ ベ ン ト

３月から７番になります３月から７番になります
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相談あんない（３月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。

＝市民相談室の相談＝
　

①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
※２１日を除く　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
６日・１３日・２０日・２７日
（１０：００～１５：００）　
③税務相談（予約制）　
１日（１３：００～１６：３０）　
④登記相談（予約制）
８日（１３：００～１６：００）　
⑤交通事故相談（予約制）
２０日（１０：００～１５：００）

⑥不動産相談（予約制）
１５日（１３：００～１６：３０）　
⑦行政書士相談（予約制）
１７日（１３：００～１６：００）　
⑧外国人相談（予約制※予
約は１週間前までに）
２２日（１３：００～１６：００）　
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６　

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９　
子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
　平和台・江戸川台・向
小金の各保育所
□問 平和台�７１５８－１４３５／
江戸川台�７１５２－０６４８／
向小金�７１７４－８８５３
　
職業相談
月～金曜（８：３０～１７：００）
　地域職業相談室
□問 同相談室�７１５６－７８８８

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５
　

教育相談
月～金曜（９：００～１６：３０）
　教育研究室
□問 指導課�７１５０－６１０５

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　
療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２６日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　

幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４
　

心の相談（予約制）
２日（１３：３０～１６：００）
１４日（１４：００～１７：００）
２８日（１３：００～１６：００）
（２日はアルコール専門相談）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
７日・２４日（１７：００～２１：００）
　江戸川台福祉会館
１２日（１３：００～１６：００）
　向小金福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１４４
－７６１５

年金相談（予約制）
１０日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０

わが家の耐震相談・無料診断
　月・水・木・金曜
　（９：００～１６：３０）
　昭和５６年以前建築の木造
住宅対象

　□問 建築住宅課�７１５０－
６０８８

★印のあるものは市主催のものです 

講
座
・
講
演

　

★ 
外  
国  
人 
の
た
め
の 
日  
本 

ガ
イ 
コ
ク 
ジ
ン 

ニ 

ホ
ン

 
語  
講  
座 
（
公
民
館
、
流
山
市

ゴ 

コ
ウ 

ザ

国
際
交
流
協
会
共
催
）

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
外
国

の
方
を
対
象
に
、
日
常
会
話

を
学
ぶ
日
本
語
講
座
を
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。
レ
ベ
ル

別
の
レ
ッ
ス
ン
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
を
。

　

▽
３
月
の
開
催
日
＝
８
日

・　

日
・　

日
の
水
曜
▽
時

１５

２２

間
＝　

時
〜　

時　

分
▽
場

１０

１１

３０

所
＝
文
化
会
館
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ
※
１
歳
半
〜
就
学

前
児
の
一
時
保
育（
要
予
約
）

あ
り

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

★
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
た

め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具
活
用

講
習
会

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

１８

１３

時　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１５

３０

＝
市
民
総
合
体
育
館
▽
対
象

／
定
員
＝
自
治
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

各
種
サ
ー
ク
ル
等
の
リ
ー
ダ

ー
な
ど
／　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物

＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

オ
ル
、
水
筒
な
ど
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
へ

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室 

「
ア
ン
ギ
ン（
古
代
の
編
物
）

づ
く
り
」

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

１９

１３

時　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１５

３０

＝
中
央
図
書
館
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
の
小
学
３
年
生
〜

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
／　
２０

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
持
ち
物
＝
は
さ
み
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
博
物
館

へ
　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

　

★
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

説
明
会

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

２２

１３

時
〜　

時
▽
場
所
＝
中
央
図

１６

書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
図
書

館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

き
る
市
民
／　

人（
先
着
順
）

４０

▽
内
容
＝
「
図
書
館
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
題
し
た
近
江

哲
史
さ
ん（
文
筆
家
、
市
図 

書
館
協
議
会
副
会
長
）の
講

演
、
流
山
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
栞
」
の
活

動
報
告
な
ど
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
中

央
図
書
館
へ

　

※
当
日
、
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
受
付
も
行
い

ま
す

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―
４
６
４
６

　

★
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演

会
「
う
つ
を
知
ろ
う
」
〜
ふ

せ
ぎ
方
・
か
か
わ
り
方
〜

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

２８

１４

時
〜
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
講
師
＝

６０肥
田
裕
久
さ
ん
（
ひ
だ
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

男
女
共
同
参
画
室
へ
※
２
歳

〜
就
学
前
児
の
一
時
保
育

（
３
月　

日
ま
で
に
要
予
約
）

１７

あ
り

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
�
７
１
５
０
―
６
０

６
４

　

★
消
費
者
啓
発
講
座
「
な

ぜ
生
命
保
険
が
支
払
わ
れ
な

い
の
？
」

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

２８

１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文
化
会

１２

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

５０生
命
保
険
の
基
礎
知
識
、
医

療
保
険
に
つ
い
て
学
ぶ
▽
講

師
＝
谷
口
伸
之
さ
ん
（
生
命

保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
生
活
情

報
室
主
任
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
生

活
安
全
課
へ

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

　

高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ

す
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

▽
日
程
＝
４
月
４
日
�
〜

　

日
�
９
時
〜　

時
（
土
・

２７

１６

日
曜
を
除
く
全　

回
）
▽
場

１８

所
＝
富
士
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

専
門
学
校
（
Ｊ
Ｒ
北
小
金
駅

南
口
）
▽
対
象
／
定
員
＝
お

お
む
ね　

〜　

歳
で
就
職
を

６０

６５

希
望
し
、
総
務
・
経
理
の
実

務
経
験
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

２８費
＝
２
５
０
０
円
程
度
（
教

材
費
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
「
高
齢
者
の
再
就

職
を
め
ざ
す
パ
ソ
コ
ン
講
座

希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
返
信
用

に
宛
名
を
明
記
し
、
３
月　
２０

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
１
４
流
山
市
東
初

石
３
―
１
０
３
―　

流
山
市

１８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
５
―
３
６
６
９

　

が
ん
療
養
講
座

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

１３

１３

時　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１５

４０

＝
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
柏

市
）
▽
定
員
＝　

人
（
先
着

６０

順
）
▽
内
容
＝
木
下
寛
也
さ

ん
（
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
東

病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟
医
長
）

に
よ
る
講
演
「
が
ん
の
痛
み

と
そ
の
治
療
法
」、河
野
公
子

さ
ん
（
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

東
病
院
栄
養
管
理
室
長
）
に

よ
る
講
演
「
食
欲
不
振
時
等

の
対
応
と
ケ
ア
」
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
３
月

８
日
ま
で
に
電
話
で
柏
健
康

８
時　

分
〜　

時
▽
時
間
給

３０

１７

＝
９
３
０
円
（
交
通
費
別
途

支
給
）
▽
応
募
資
格
／
締
め

切
り
＝
保
育
士
等
の
有
資
格

者
／
３
月
８
日
�

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
２

　

★
市
臨
時
職
員（
保
健
師
）

の
募
集

　

▽
勤
務
内
容
＝
国
保
被
保

険
者
お
よ
び
老
人
保
健
該
当

者
の
訪
問
指
導
▽
応
募
資
格

＝
保
健
師
の
有
資
格
者
▽
雇

用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日
▽
勤
務
日
／

１９

３１

時
間
＝
月
〜
金
曜
／
９
時
〜

　

時
（
勤
務
日
・
時
間
は
相

１７談
の
上
変
更
可
）
▽
時
間
給

＝
１
６
３
０
円
（
交
通
費
別

途
支
給
）
▽
応
募
方
法
＝
履

歴
書
お
よ
び
資
格
確
認
の
で

き
る
も
の
（
写
し
）
を
国
保

年
金
課
ま
た
は
高
齢
者
支
援

課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
▽
選

考
方
法
＝
書
類
審
査
の
上
、

面
接

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
７
／
高
齢
者
支

援
課
�
７
１
５
０
―
６
０
８

０

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

　

□問
 

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
６
７
―
１
２
５
５

　

★
市
臨
時
職
員（
保
育
士
）

の
募
集

　

▽
勤
務
内
容
＝
育
児
相
談
、

子
育
て
支
援
業
務
▽
勤
務
場

所
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う（
長
崎
保
育
所
内
）

▽
募
集
人
員
＝
若
干
名
▽
勤

務
日
＝
月
〜
金
曜
▽
勤
務
時

間
＝
９
時
〜　

時
▽
時
間
給

１７

＝
９
３
０
円
（
交
通
費
別
途

支
給
）
▽
応
募
資
格
／
締
め

切
り
＝
保
育
士
等
の
有
資
格

者
／
３
月
８
日
�

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
２

　

★
市
臨
時
職
員
（
児
童
指

導
員
）
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
児
童

館
・
セ
ン
タ
ー
▽
募
集
人
員

＝
若
干
名
▽
勤
務
日
＝
月
〜

土
曜
（
第
１
土
曜
、
第
３
月

曜
は
休
み
）
▽
勤
務
時
間
＝

資
格
・
求
人

市民ギャラリー今月の展示
【四季の花々展】　６日�～１０日�

　「春風」をテーマに、流山市文化協会華道部の作
品を展示します。

【中川 麗  芳 ・
れい ほう

 麗 しの会　水墨・墨彩画展】
うるわ

　１日�～３１日�
　市内在住の水墨画家・中川麗芳さんと麗しの会
の皆さんの作品を展示します。
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

��������������������������
��������������������������
��������������������������

日　程・催し物会　場
１８日�　卓球教室
２５日�　缶けり

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

１１日�　みんなで作ろう楽しい工作
１８日�　ドッジボール大会

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

２２日�　マンカラ大会
２４日�　ドッジボール大会

思井児童センター
�７１５９－５６６６

１１日�　ペタンクで遊ぼう
２４日�　ドッジボール大会

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

２２日�　ドッジボール大会
２７日�～３１日�　トーナメント大会

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

２４日�　ドッジボール大会
２８日�　ビデオシアター

野々下児童センター
�７１４５－９５００

１０日�　あつまれ赤ちゃん
１８日�　ドッジボール大会

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

１５日�　青空集会（南流山３号公園）
２０日�　親子であそぼう!!（東深井福祉

会館）

子育て支援センター
ゆうゆう

�７１４４－７９２６

乳幼児を持つ方の交流の場（乳幼児を持つ方の交流の場（３月）３月） 

児童館・センター今月の催し物
　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・
センターへお問い合わせください。

【子育てサロン】　▽日時／内容＝①３日／おひな
さまをつくろう！（先着２０組）②１０日／わらべうた
のつどい③２４日／お煎茶をたのしもう（先着３０組）
※いずれも金曜１０時３０分～１２時▽場所＝文化会館
▽参加費＝①②無料、③２００円▽申し込み＝電話で
文化会館へ（②は申し込み不要）
【ひだまりルーム】　▽日時＝７日・１４日・２８日の火
曜１０時３０分～１２時▽場所＝文化会館▽内容＝保育
ボランティア「ひだまり」のメンバーとの遊びや
おしゃべりなど※参加費無料、申し込み不要
【南流山ひだまりサロン】　▽日時＝１６日�１０時３０
分～１２時▽場所＝南流山福祉会館▽内容＝「ひだ
まりルーム」と同じ※参加費無料、申し込み不要
　□問 文化会館�７１５８―３４６２

めざせ　ちびっこエンジニア
　小学生を対象に、工作教室「動くおもちゃを作ろう」を開催しま
す。未来のエンジニアを目指して、あなたも挑戦してみませんか。
　▽日時＝３月２５日�１０時～１１時５０分▽場所＝十太夫・向小金児
童センター※２会場同時開催▽対象／定員＝市内小学生（１・２年
生は保護者同伴）／各２０人（先着順）▽参加費＝無料▽申し込み＝
３月２４日までに、電話で十太夫・向小金児童センターへ（窓口での
申し込みも可）
　※同日１３時３０分から、各児童館・センターで「子どもスペシャ 
ル・全館いっせいチャレンジ大会」を開催します。ぜひ、ご参加を。
　□問 各児童館・センター
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行財政改革審議会
さらなる行革の推進に向け諮問

新たな委員も決まる
　
　２月２２日に開かれた第１０回行財政改革審議会で、井崎市長から浅井会
長へ「行政評価制度の外部評価」、「新行財政改革実行プランの進捗状況」
について諮問されました。今後、同審議会では、おおむね月に１回のペ
ースで会議を開き、諮問された２点を中心に行財政改革について必要な
調査や審議を行います。
　なお、昨年１２月に新たに構成された審議会の委員は次のとおりです。
【学識経験を有する皆さん】
　大内田鶴子／井原久光／清水千弘／浅井昌之／長浦嘉一
【公共団体等を代表する皆さん】
　紙田和代／永田みどり／岩佐祥一／鎌田恵子／平井建一
【公募による市民の皆さん】
　増岡信男／小林忠／西川誠之／小口康子／鎌田洋子

〈敬称略〉　　　
　

第１１回行財政改革審議会第１１回行財政改革審議会（傍聴可）（傍聴可）
　
【日　時】３月１６日�１３時３０分～
【場　所】市役所
【内　容】行財政改革について
　□問 行政改革推進課�７１５０－６０７８

土
・
日
曜
の
午
前
・
午
後
の

４
回
か
ら
希
望
の
１
回
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

▽
コ
ー
ス
／
開
催
日
時
＝

別
表
の
と
お
り
▽
対
象
／
定

員
＝
中
高
年
の
市
民
／
各
コ

ー
ス
と
も
毎
回
６
人
（
先
着

順
）
▽
参
加
費
＝
１
回
１
８

０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
等
）▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に 

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
希
望
」、住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
受
講
コ
ー
ス
、
希
望
開

催
日
時
（
①
〜
④
）、
返
信
用

に
宛
名
を
明
記
し
、
〒
２
７

０
―
０
１
１
４
流
山
市
東
初

石
３
―
１
０
３
―　

流
山
市

１８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
５
―
３
６
６
９

柏健康福祉センター（保健所）の相談〈�７１６７－１２５５〉
時　　間３月の実施日相談（予約制）

１３：００～１４：００２３日　未熟児等発達相談
１３：００～１４：００２３日　療育相談
１３：３０～１５：００２日・７日女性の健康相談
１４：００～１６：００３日・１３日・１５日・２７日心の健康相談
１４：００～１６：００６日・２０日※２０日はアルコール家族教室アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００７日酒　害　教　室
１３：００～１５：００９日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　休日は、休日診療所をご利用ください。
　▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診療
科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～１１時３０分、１３時～１６時
３０分（午後の診療は１３時３０分から。歯科の受け付けは１１時３０分まで）
※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で診療。
当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－０１１９）で確認を
　□問 休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
でででででででででででででででででででで
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
うううううううううううううううううううう

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
学
ぼ
う 

　
　
　
　

４
月
か
ら
の
受
講
生
募
集

４
月
か
ら
の
受
講
生
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
４
月
か
ら
同
セ
ン
タ

ー
を
会
場
と
し
た
「
３
つ
の

教
室
」
を
開
講
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

初
石
学
習
教
室

　

市
内
小
学
３
〜
６
年
生
を

対
象
と
し
た
「
国
語
、
算
数
」

の
学
習
教
室
で
す
。

　

▽
期
日
＝
４
月
以
降
の
毎

週
土
曜
▽
時
間
＝
①　

時
〜

１０

　

時（
３
・
４
年
生
）②　

時

１２

１３

〜　

時（
５
・
６
年
生
）▽
定

１５

員
＝
３
・
４
年
生
…　

人
、

２０

５
・
６
年
生
…　

人
※
い
ず

２０

れ
も
先
着
順
▽
参
加
費
＝
月

４
回
３
０
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ

シ
ル
バ
ー
書
道
教
室

　

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ 

ん
。
基
礎
か
ら
学
べ
る
書
道

教
室
で
す
。

　

▽
期
日
＝
４
月
以
降
毎
月

第
２
・
４
木
曜
▽
時
間
＝　
１４

時
〜　

時
▽
対
象
／
定
員
＝

１６

市
民
／　

人（
多
数
抽
選
）▽

２０

持
ち
物
＝
書
道
用
具
一
式
▽

参
加
費
＝
月
１
０
０
０
円
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に 

「
書
道
講
座
希
望
」、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
し
、

３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２０

〒
２
７
０
―
０
１
１
４
流
山

市
東
初
石
３
―
１
０
３
―　
１８

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ

中
高
年
の
た
め
の
や
さ 

し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室　

　

４
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、

学
び
た
い
内
容
を
選
べ
ま
す 

（
複
数
コ
ー
ス
の
申
し
込
み

も
可
）。
ま
た
、受
講
日
時
は

保健あんない（３月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
３日・１７日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
１０日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦および
パートナー対象。３回で１コー
ス（２回目から参加希望の場合
は事前に申し込みを）　
カムカムキッズ（予約制）
２２日　保健センター
※平成１７年２月～５月生まれの
乳児対象。子どもの歯と食生
活の指導および試食。先着２０
組

もぐもぐ教室（予約制）
２３日　保健センター
２４日　南流山センター
※４～５カ月児の離乳食指導。
先着２０組

　
食事相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病などの食事指導。
食事調査あり。相談時間は申
込者に個人通知

　
成人健康相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病など健康に関する相談
　
育児相談
９日　保健センター
１６日　南流山福祉会館
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳未満の乳
児対象（その兄姉も相談可）

コスモスの会
１５日　保健センター（１０：００～）
※認知症の家族を介護している
方のつどい。初めて参加の方は、
事前に問い合わせを
　
むし歯予防教室（予約制）
６日・１３日・２８日
保健センター
※２歳２カ月児対象（２８日は１・２
回参加済みの幼児対象）。１歳６
カ月児健康診査時に申し込み
を。時間は申込者に個人通知

　
健康診査
①３カ月児…１４日・１５日
（平成１７年１１月生まれの乳児対象）
②１歳６カ月児…７日・８日
（平成１６年８月生まれの幼児対象）
③３歳児…１日・２日
（平成１４年１２月生まれの幼児対象）
※いずれも保健センター
（１２：４５～１３：４５受付）

　

★
市
臨
時
職
員（
保
健
師
・

看
護
師
）
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
知
的
障
害

児
通
園
施
設
「
つ
ば
さ
学 

園
」（
駒
木
台
）
▽
勤
務
内
容

＝
知
的
障
害
児
の
保
健
全
般

▽
勤
務
日
／
時
間
＝
月
〜
金

曜
／
９
時　

分
〜　

時
▽
時

３０

１５

間
給
＝
１
１
８
０
円
▽
応
募

資
格
＝
保
健
師
・
看
護
師
の

有
資
格
者
※
応
募
方
法
な 

ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

つ
ば
さ
学
園
�
７
１
５

４
―
４
８
２
２

　

★
流
山
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
案
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
３
月
６
日

�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
を

１３

除
く
）
▽
時
間
＝
８
時　

分
３０

〜　

時　

分
▽
場
所
＝
河
川

１７

２０

課
▽
内
容
＝
市
内
を
流
れ
る

江
戸
川
お
よ
び
坂
川
等
の
浸

水
想
定
区
域
図
を
基
に
、
浸

水
状
況
、
避
難
方
法
等
に
係

る
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
案

の
縦
覧

　

□問
 

河
川
課
�
７
１
５
０
―

６
０
９
５

　

★
里
見
公
園
ま
で
歩
こ
う

会
（
約　

㎞
）

１６

　

▽
期
日
＝
３
月　

日
� 

１２

（
雨
天
決
行
）
▽
集
合
場
所

／
時
間
＝
初
石
駅
前
／
６
時

　

分
〜
６
時　

分（
７
時
出

４５

５５

発
）
▽
コ
ー
ス
＝
初
石
駅
前

〜
流
山
消
防
署
〜
江
戸
川
土

手
〜
里
見
公
園
（
市
川
市
）

※
現
地
で　

時
頃
解
散
予
定

１２

▽
参
加
費
＝
無
料
（
帰
り
の

交
通
費
は
自
己
負
担
）
▽
持

ち
物
＝
帽
子
、
水
筒
、
タ
オ

ル
、
雨
具
な
ど
※
昼
食
は
各

自
で
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
集
合
場
所
へ

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２

　

親
子
で
作
る
手
打
ち
う
ど

ん
（
流
山
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
主
催
）

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

２６

１０

時　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
さ

３０

１５

わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ 

（
柏
市
）
▽
対
象
／
定
員
＝

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
／　
３０

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費 

＝
１
人
１
０
０
円
（
３
歳
以

下
は
無
料
）
▽
持
ち
物
＝
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
▽
申
し
込

み
＝
３
月　

日
ま
で
に
、
電

１５

話
で
流
山
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
会
長
・
井
上
（
�
７
１
５

３
―
０
６
８
９
）
へ

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
２

　

手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根
木

名
川
圏
域
流
域
懇
談
会

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

２３

１４

時
〜　

時
▽
場
所
＝
手
賀
沼

１６

親
水
広
場
（
我
孫
子
市
）
▽

内
容
＝
地
域
の
意
見
を
反
映

し
た
「
川
づ
く
り
」
の
た
め

の
懇
談
会
※
一
般
傍
聴
も
で

き
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

県
東
�
飾
地
域
整
備
セ

ン
タ
ー
柏
整
備
事
務
所
�
７

１
６
７
―
１
２
０
１

お子さんの予防接種はお済みですか
母子健康手帳で確認を　

　4月からの入園・入学に備えて、お子さんの予防接種もれがないか調べて
みましょう。
　日本医師会と日本小児科医会では、３月1日から7日を「子ども予防接種週
間」とし、特別に通常の診療時間以外にも予防接種を実施します。通常の診
療時間に接種を受けにくい方は、この機会にお受けください。

　

　

　
※4月1日から麻しん・風しんの予防接種の対象年齢、接種方法が変わりま
す。対象年齢内（1歳以上7歳6カ月未満）で、罹患したことがない未接種の
方は、この機会に接種してはいかがでしょうか
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

　パソコン教室「コース・開催日時」
時　間開催日コース名
①午前

第１土曜（４月のみ８日）
パソコン入門

②午後
③午前

第１日曜（４月のみ９日）
④午後
①午前

第２土曜（４月のみ１５日）
ワードの基礎

②午後
③午前

第２日曜（４月のみ１６日）
④午後
①午前

第３土曜（４月のみ２２日）
ワードの応用

②午後
③午前

第３日曜（４月のみ２３日）
④午後
①午前

第４土曜（４月のみ２９日）
メール・イン
ターネット　

②午後
③午前

第４日曜（４月のみ３０日）
④午後

［時　間］　午前の部：９時～１２時
　　　　　　午後の部：１３時～１６時

縦　
　

覧

そ
の
他

●●●　　　　　　　　　　　　　　　　●●●

電話番号（住　所）受付時間実施日実施医療機関
７１５０－１３２３（加４－１８－３）１０時～１２時３月５日�木 口 小 児 科 医 院
７１５３－２９７７（江戸川台東２－２５９）１０時～１２時３月５日�小 泉 小 児 科 医 院

７１５８－７７１０（下花輪４０９－６）
１３時～１５時４５分※要予約３月４日�

東葛病院付属診療所
８時３０分～１１時３０分※要予約３月５日�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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平成１８年３月１日（水曜日）　　　（　）８第１１０９号

�

�

�

�

�

�

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

ま
た
は
自
作
の
応
募
票
に
、

応
募
部
門
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、 

植
え
て
あ
る
主
な
植
物
名
、

自
分
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
一
言
、
撮
影
日
、
他
薦

３
月　

日
ま
で
に
電
話
ま
た

１０

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
※
手
話

通
訳
、
要
約
筆
記
通
訳
が
つ

き
ま
す料

理

講

座

　

南
流
山
セ
ン
タ
ー
と
初
石

公
民
館
を
交
互
に
会
場
と
し 

て
、
奇
数
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

▽
３
月
の
開
催
日
＝　

日
１４

�
▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１０

１３

場
所
＝
南
流
山
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
／
定
員
＝
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
つ
方
／　

人
（
先

２０

着
順
）
▽
内
容
＝
い
な
り
ず

し
、
水
菜
の
あ
え
物
な
ど
の

調
理
実
習
、
自
助
具
の
紹
介

▽
参
加
費
＝
７
０
０
円
（
材

料
費
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
▽
申
し
込
み
＝

３
月　

日
ま
で
に
電
話
ま
た

１０

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

の
場
合
は
推
薦
者
の
氏
名
、

連
絡
先
を
明
記
し
、
写
真
を

添
え
て
６
月　

日
（
必
着
）

３０

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
公
園
緑
地
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
▽
そ
の

他
＝
応
募
作
品
は
７
月
中
旬

に
市
役
所
に
展
示
し
、
審
査

に
よ
り
部
門
ご
と
に
各
賞
お

よ
び
、
投
票
に
よ
る
市
民
特

別
賞
を
決
定
し
ま
す
。
入
賞

者
に
は
、
賞
状
と
副
賞
を
贈

呈
し
ま
す

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―
６
０
９
２

り
な
ど
お
お
む
ね
３
㎡
以
下

の
緑
化
③
緑
の
街
並
み
部
門

…
道
路
か
ら
見
た
個
人
の
庭

や
生
け
垣
、
自
治
会
、
事
務

所
、
学
校
等
の
花
壇
な
ど
の

緑
化
▽
応
募
写
真
の
規
格
＝

平
成　

年
７
月
１
日
以
降
に

１７

撮
影
し
た
も
の
で
、
Ａ
４
判

の
台
紙
に
貼
る
か
、
直
接
印

刷
し
た
も
の
。
Ａ
４
判
に
収

ま
れ
ば
、
組
み
合
わ
せ
写
真

も
可
（
合
成
等
の
加
工
は
不

可
）
※
応
募
写
真
の
版
権
は

主
催
者
に
帰
属
。
返
却
は
し

ま
せ
ん
▽
応
募
方
法
＝
所
定

　

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
は
、
体
に
障
害
の
あ
る

方
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
を
。

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
を
対

象
に
、
個
人
指
導
の
パ
ソ
コ

ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
３
月
９
日
か
ら

　

日
の
間
で
、
参
加
者
と
相

３１談
の
上
、
決
定
▽
時
間
＝　
１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
身
体
障

１２

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
定
員

＝
４
人（
先
着
順
）▽
参
加
費

＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自

己
負
担
）

　初心者の方でも基礎から楽しく学べます

　

私
た
ち
の
心
臓
に
は
規
則

的
に
電
気
を
発
生
さ
せ
る
発

電
所
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
出

た
電
気
信
号
が
心
臓
に
本
来

備
わ
っ
て
い
る
電
気
経
路
を

通
り
、
心
臓
を
収
縮
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
規
則
的
に
拍

動
し
て
い
ま
す
。
心
臓
の
拍

動
は
手
首
の
動
脈
を
指
先
で

触
れ
る
と
脈
拍
と
し
て
感
じ

取
れ
ま
す
が
、
心
臓
の
電
気

系
統
が
故
障
す
る
と
脈
拍
は

乱
れ
ま
す
。
こ
の
脈
拍
が
不

規
則
な
と
き
や
異
常
に
速
い

と
き
、
ま
た
異
常
に
遅
い
と

き
を
不
整
脈
と
い
い
ま
す
。

　

不
整
脈
は
何
ら
か
の
自
覚

症
状
を
伴
う
場
合
と
伴
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
心

電
図
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

検
査
で
治
療
が
必
要
か
ど
う

か
を
判
断
し
ま
す
。
治
療
が

必
要
な
不
整
脈
の
な
か
で
怖

い
の
は
、
高
齢
者
に
よ
く
見

ら
れ
る
心
臓
の
上
半
分
の
筋

肉
が
震
え
る
心
房
細
動
と
い

う
も
の
で
、
脈
拍
は
速
く
、

規
則
性
が
ま
っ
た
く
な
く
、

時
に
は
血
栓
と
い
わ
れ
る
血

液
の
塊
が
心
臓
の
中
に
で
き
、

そ
れ
が
脳
の
血
管
に
詰
ま
り

脳
血
栓
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
異
常
に
速
い
脈
拍

は
心
臓
が
異
常
に
速
く
拍
動

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
こ
の
状
態
か
ら
心
臓
は

心
室
細
動
と
い
っ
て
単
に
細

か
く
震
え
る
状
態
に
移
行
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心
室

細
動
で
は
血
液
が
循
環
し
な

い
た
め
、
突
然
死
を
起
こ
し

ま
す
。
こ
の
心
室
細
動
は
、

運
動
中
や
睡
眠
中
に
突
然
死

す
る
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

心
室
細
動
に
よ
る
突
然
死
を

防
ぐ
対
策
と
し
て
、
一
般
人

が
使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
と
呼
ば
れ

る
、
自
動
的
に
心
室
細
動
を

止
め
る
装
置
の
普
及
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
心
臓
の
発
電
所

の
故
障
な
ど
の
場
合
に
見
ら

れ
る
異
常
に
遅
い
脈
拍
は
血

液
循
環
が
悪
く
な
る
た
め
、

息
切
れ
や
失
神
な
ど
を
起
こ

し
危
険
で
す
。
現
在
、
不
整

脈
の
治
療
は
抗
不
整
脈
剤
や

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
装
着
、

高
周
波
で
不
整
脈
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
場
所
を 
焼  
灼 
す

し
ょ
う 
し
ゃ
く

る
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
心
室

細
動
を
感
知
す
る
と
自
動
的

に
停
止
さ
せ
る
装
置
の
体
内

植
え
込
み
な
ど
、
大
変
進
歩

し
て
ほ
と
ん
ど
の
不
整
脈
に

対
処
で
き
ま
す
。
不
整
脈
が

見
つ
か
っ
た
ら
そ
れ
が
ど
う

い
っ
た
種
類
の
も
の
か
、
か

か
り
つ
け
医
を
受
診
し
正
確

な
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
文
／
鎌
田　

康
夫
）

医療の現場から
Vol.１８

　不整脈
流山市医師会ホームページ

http://www.evnet.ne.jp/med.nagareyama/

あ
な
た
の
庭
か
ら
緑
の
街
へ

あ
な
た
の
庭
か
ら
緑
の
街
へ 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し
も
う
！

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し
も
う
！

「
新
選
組
流
山
屯
集『
本
陣
』

に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
廣
瀬

早
苗
さ
ん
）
な
ど

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

　

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

日

曜

教

室

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
と
そ

の
家
族
を
対
象
に
、
体
育
館

で
軽
い
運
動
を
行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

１２

１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南
流
山

１５

福
祉
会
館
▽
定
員
＝　

人 
２０

（
先
着
順
）▽
内
容
＝
午
前
…

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
午
後
…

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

パパパパパパパパパパパパパパパパ
ソソソソソソソソソソソソソソソソ
ココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
やややややややややややややややや
料料料料料料料料料料料料料料料料
理理理理理理理理理理理理理理理理
なななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどど

パ
ソ
コ
ン
や
料
理
な
ど 

各各各各各各各各各各各各各各各各
種種種種種種種種種種種種種種種種
講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座
をををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施

各
種
講
座
を
実
施

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

　

花
や
緑
に
も
っ
と
親
し
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
「
手
軽
に

楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」

を
テ
ー
マ
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
都
市
緑

化
推
進
運
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の 

で
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
を
学

び
ま
す
。

　

▽
期
日
／
場
所
＝
①
３
月

　

日
�
／
北
部
公
民
館
②
３

１３月　

日
�
／
リ
サ
イ
ク
ル
プ

１４
ラ
ザ
▽
時
間
＝　

時
〜　

時

１４

１６

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
（
昨

年
度
受
講
し
た
方
を
除
く
）

／
各　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

３０

受
講
料
＝
２
０
０
０
円
▽
講

師
＝
白
瀧
嘉
子
さ
ん
（
緑
の

専
門
員
）
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
受
講

希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
返
信
用
に
宛
名
を

明
記
し
、
３
月
６
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
公
園
緑
地
課

へ
　

第
５
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ 

　

コ
ン
テ
ス
ト

　

あ
な
た
の
自
慢
の
お
庭
や

花
壇
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
―
。

　

博
物
館
で
は
「
流
山
市
史

研
究
」
第　

号
を
刊
行
し
、

１９

頒
布
し
て
い
ま
す
。

　

第　

号
は
、
平
成　

年
度

１９

１６

に
実
施
し
た
新
選
組
研
究
論

文
大
会
で
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
３
点
の
論
文

を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

▽
体
裁
＝
Ａ
５
判　

ペ
ー

７３

ジ
▽
頒
布
価
格
＝
３
２
０
円

（
税
込
み
）
▽
頒
布
場
所
＝

博
物
館
▽
収
録
内
容
＝
「
近

藤
勇
と
新
選
組
、
京
都
久
留

米
藩
邸
に
出
没
す
」（
伊
東
成

郎
さ
ん
）、「
近
藤
・
土
方
訣

別
の
時
」（
青
木
更
吉
さ
ん
）、

市
で
は
「
第
５
回
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施

し
ま
す
。
個
人
の
庭
や
生
け

垣
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
寄
せ
植
え

等
の
ほ
か
、
商
店
や
工
場
、

自
治
会
の
花
壇
な
ど
幅
広
く

対
象
と
し
ま
す
（
他
薦
も 

可
）。審
査
は
写
真
で
行
い
ま

す
。
奮
っ
て
ご
応
募
を
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在
住

の
方
、
ま
た
は
市
内
に
事
務

所
を
置
く
団
体
、
学
校
、
事

業
所
等
▽
対
象
＝
市
内
の 

庭
、
生
け
垣
、
べ
ラ
ン
ダ
、

事
業
所
の
花
壇
等
▽
募
集
部

門
＝
①
ガ
ー
デ
ン
部
門
…
個

人
の
庭
な
ど
お
お
む
ね
３
㎡

以
上
の
緑
化
②
ポ
ケ
ッ
ト
ガ

ー
デ
ン
部
門
…
個
人
の
寄
せ

植
え
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
出
窓
周

　２月１２日、伊東成郎さんの講演

身 体 障 害 者身 体 障 害 者 
福祉センター福祉センター

　第４回コンテスト金賞の足原さんの作品

春休み子どもアニメ上映会
　江戸川台児童センターと男女共同参画室
では、男女共同参画社会づくりを推進させ
るため、小学生を対象にしたアニメ上映会
を開催します。
　▽日時＝３月２４日�１３時３０分～▽場所＝
江戸川台児童センター▽対象／定員＝市内
小学生とその保護者／４０人（先着順）▽内
容＝アニメ「新・泣いた赤おに」、「ナイチ
ンゲール物語」、「ロボット・ハートンの疑
問」▽参加費＝無料▽申し込み＝当日直接
会場へ
　□問 企画政策課男女共同参画室�７１５０－
６０６４

　

市
で
は
、
流
山
の
財
産
で
あ
る
緑
地
の

保
全
や
緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
緑
の

基
本
計
画
」
の
策
定
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
緑

化
推
進
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

一
環
と
し
て
、
初
心
者
で
も
楽
し
め
る

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
」
と
「
第
５
回

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。

　自動体外式除細動器

流
山
市
史
研
究
第　

号
を
刊
行 

１９

新
選
組
研
究
論
文
を
収
録

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―
３
６
３

８
／
　�
 

７
１
５
３
―
３
４
３

７
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